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約1～100µm、またはそれ以上の大きさで、さまざまな形状をしています。動く虫のような物体、円盤、鎖、らせん、チューブ、直角構造物、そ
の中に他の人工物体を内包したものなどがありました。これらはすべて、COVID‑19注射剤の汚染の予想レベルや許容レベルをはるか
に超えており、培養研究では多くの人工構造が徐 に々自己組織化していることが明らかになりました。培養中に時間が経つにつれて、
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「安全で効果的」なCOVID‑19注射剤の投与を受けた人の細胞レベルで観察可能なリアルタイムの損傷が、観察された現象の包括的
な説明と分析とともにここで初めて文書化されています。2020年後半からのこれらの製品の世界的な投与は、ファイザー社とモデル
ナ社が製造したものを中心とする、改変RNA注射遺伝子治療に関する多数の独立した研究調査を引き起こしました。ここで報告さ
れた分析は、積極的に販売されている製品による測定可能な保護効果がないまま、重篤で衰弱性の長期的損傷（および多くの死亡）が増え
ている理由を理解することを目的とした、正確な実験室での「ベンチサイエンス」で構成されています。COVID‑19注射剤の内容物は、最
大400倍の倍率の実体顕微鏡で検査されました。慎重に保存された標本は、慎重に管理された条件下で注射剤と生細胞との即時および
長期的な因果関係を観察するために、さまざまな異なる培地で培養されました。このような研究から、注射剤が何十億もの人 に々投与されて
以来世界中で観察された傷害について、合理的な推論を導き出すことができます。細胞毒性に加えて、私たちの研究結果は、注射
剤1ミリリットルあたり3～4  x  106のオーダーで、多数の目に見える人工的な自己組織化体を明らかにしました。

単純な1次元および2次元構造は、2、3週間かけて形状とサイズがより複雑になり、3次元で立体的に見える物体に成長しました。それらはカ
ーボンナノチューブのフィラメント、リボン、テープに似ており、透明で薄い平らな膜のように見えるものもあれば、3次元のらせん状やビー
ズ状の鎖のように見えるものもありました。これらのいくつかは、時間の経過とともに現れては消えていくようでした。私たちの観察は、
COVID‑19注射剤に何らかのナノテクノロジーが存在することを示唆しています。
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数か月以上。

集団ワクチン接種プログラムを受けて、2021年3月には早くも、その後数か月にわたって、血栓、原因不明の出血、多臓器障害（お
よび不全）、心臓病の突然の急増（心臓毒素）、白血病やリンパ腫などの血液がん、その他のさまざまな「ターボ」がん、流産、神
経疾患や自己免疫疾患など、「原因不明」の原因や重篤な後遺症による過剰死亡が大幅に増加し、患者に現れています。

(ニストロームとハマストローム、  2022;サンティアゴとオーレル、  2023年。ペレス他、  2023年。ミードら、  2024a ）。

例えば、2022年12月時点の韓国政府の公式報告書では、COVID‑19の注射剤による死亡者数は約2,600人、その他の急性後遺症
は18,000人以上に上るとされている。有効性の主張と害の物的証拠との間の矛盾は避けられない。韓国は世界でも最も高い
ワクチン接種率（3回以上接種した人が88％）を主張しているが、その後、インフルエンザの季節である2022年4月には事実上、感染率
も最も高かった（89％）。

呼吸器系の風邪の発症率は最低です。これらの事実だけでも、注射剤がCOVID‑19の予防に役立たなかったことを示しています。実
際はその逆でした。注射剤は安全でも効果的でもありませんでした。これらの数字だけでも、医師や医学研究者は「相関関係は
因果関係ではない」という格言を再考する動機となるはずです。場合によっては、相関関係は因果関係に等しいのです（Beattie、  
2021、  2024年）。ここでは、COVID‑19注射剤の毒性に反応する人間の生体細胞における原因と結果のリアルタイムの相
関関係を観察できる。また、COVID‑19注射剤、特にファイザーとモデルナの製品を最大12時間培養したさまざまな培地に自己組織化
構造が出現したという顕微鏡的証拠も示す。

実験の後、少数の医師や独立した研究者が、修飾RNA注射剤の効果が見られず、さらには悪影響があることについて懸念を表明し始め
ました（Beattie、  2021年;ヒューズ、  2022年;サンティアゴ、  2022年;ニストロームとハマストローム、  2022)。成分に関する疑問
に加え、報告されている体を守る方法は、より効果的な分泌抗体（IgA）を生成するのではなく、血清中和抗体IgGの産生を誘導する
ことに重点を置いていました。呼吸器粘膜内の後者は、常にウイルス性呼吸器感染症に対する自然防御の主線として機能してき
ました。世界中の当局が推進している数十億回の注射によってSARS‑CoV‑2の新しい変異体が急速に誘発される可能性が
あることを考えると、SARS‑CoV‑2の株と重篤な後遺症に起因する死亡者数が増加しています（Lyons‑Weiler、  2020年;  
Vojdani  &  Kharrazian、  2020年;ヴォイダニら、  2021年)世界中の人口密集地で多くの死者を出しています（Beattie、  2021
年）。

地球上の人口をCOVID‑19の世界的な「ワクチン」に誘導する動きの初期段階では
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これらの観察は、社会と研究室の両方でより広い視野で物事を考察することへの私たちの関心を刺激しました。研究室では、より鮮
明な画像を顕微鏡で注意深く分析して、注射剤の内容物自体を観察することができます。この結果報告は、Korea  Veritas  Doctors  
(KoVeDoc)  と呼ばれるコホートの独立した研究によって支援されました。このコホートには、ファイザー、モデルナ、アストラゼネカ、
ノババックス製の注射剤を提供しました。これらはすべて、韓国全土で広く使用されていました。これらの製品は、進行
期の悪性乳がん、機能性子宮出血、自然流産、心臓病の急増  (呼吸困難や動悸)、気胸、多発性皮膚疾患、自己免疫疾患の急激
な発症など、患者にさまざまな健康への悪影響を引き起こすようです。
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導入

1編集者注:  Mead  et  al.  (2024a)の論文キュレウス誌に掲載された直後に撤回された。パート1（ミード他、  2024b）この不当な撤回に対
する2部構成の回答の第1部はすでにIJVTPRに掲載されており、第2部はまもなく公開される予定です（2024c）。
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材料と方法

研究では54のサンプルが使用された。COVID‑19ワクチン接種キャンペーンで使用された直後に入手した残りの注射用
バイアル50本（ファイザー43本、モデルナ7本）と、未開封の新しい注射用バイアル4本である。
バイアル（ファイザー  2  本、アストラゼネカ  1  本、ノババックス  1  本）。バイアルが最初に使用された当日に、オリン
パス実体顕微鏡でファイザーとモデルナの製品の初期観察が行われました。バイアル内の残留液は、その後の研究
のために実験室の冷凍庫で  ‑20°C  で保存されました。その後、解凍後、残留サンプルは長期観察のためにさまざまな培
養培地に置かれました。
目的は、時間の経過とともに起こり、顕微鏡で観察できる可能性のある変化を観察することでした。

注射液サンプル、血液および精液標本は、Makler  計数チャンバーを備えた実体顕微鏡で検査されまし
た。実験室環境は、図  1  に示すように、実体顕微鏡、層流クリーンベンチ、ヒートテンプレート、紫外線ライトで維持
されました。

結果のセクションでわかるように、COVID‑19注射液を乾燥させると、より多数の多様な種類の結晶も生成されるため、
自己組織化体の見かけのプロセスは、主に塩などの特定の自然に形成される結晶によってカモフラージュされる可能性
があります。以下で説明するように、培養された材料を乾燥させると、バイアスが簡単に導入される可能性があり、そ
れが、ナノテクノロジーから出現する観察された自己組織化体（多くの通常の顕微鏡では検出できない）のすべてが
COVID‑19注射剤に存在すると他の特定の研究者が性急に主張することにつながった可能性があると推測し
ています。このようなナノテクノロジーがCOVID‑19注射剤に存在するという事実は、Campraと同僚によって最初に議
論されたと考えられます（2021a、  2021b;  Spectroscopy  &  Campra、  2021）彼らは、はるかに強力な分光法と装
置を使用して、ナノレベルでプログラム可能な実体と思われるものを明らかにしました。最近では、ディブラシと
サンゴリン（2024）

Campra  氏らの研究結果を確認し、さらに拡張しました。彼らの研究結果と、以下に詳細を示す私たち自身の研究結
果を考慮すると、  Bigtree  氏と  Cole  氏  (2022)  が示唆したように、結果セクションに表示されている自己組織化体
は、主に塩やコレステロールなどの自然に形成される結晶で構成されているという仮説を否定できます。

当時、12  か月は、製品が人体に注入され、電磁場や紫外線などのさまざまな環境条件にさらされた場合の長期的な影響
をより明確に理解し始めるのに適切な期間であるように思われました。

観察研究は2021年12月10日に開始されました。内容物の予備分析により、ファイザーとモデルナの製品は、他の
COVID‑19注射剤（アストラゼネカとノババックス）とは大幅に異なることが示されました。このレポート全体で説明
する違いが、ファイザーとモデルナの製品を使用した最初の研究の動機となりました。内容物は分析用に準備されており、
その後さまざまな培地で培養するために、患者の治療に適した解毒剤となる可能性のある化学物質、プロトコル、および
ソリューションを探すことを念頭に置いていました。

実体顕微鏡は、3次元および動的標本を検査するための高度に専門化されたツールであり、一般的に適用され
る微細手順の結果を観察するのにも役立ちます。
補助的生殖プロトコルの文脈（卵細胞質内精子注入、補助孵化、割球生検など）である。マックラー計数チャン
バーは、男性の生殖能力を評価するために限られたスペースで精子細胞を計数することにも特化している。すべての
手順は、
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チャンバー。

図  1.  実験装置:  (a)  右側は実体顕微鏡、UV  および熱テンプレートを備えた層流空気清浄ベンチ、(b)  観察用に  LCD  モニターに接続された実体顕微鏡、(c)  ビデオ監視機能付きの実体顕微鏡プレート上の  Moderna  培養
皿、(d)  プレート上の  5  ウェル培養皿、(e)  Makler  計数装置
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血液と精液の反応

直接顕微鏡検査

54  個の  COVID‑19  注射剤  (残留物と新規の両方)、1  個のインフルエンザワクチン、および別の生理食塩水サンプル  (両方とも対照
として機能)  を実体顕微鏡で検査しました。
分析には、ファイザーのバイアル  45  本  (残留  43  本、新規  2  本、ロット番号  11  個)、モデルナのバイアル  7  本  (全残留、ロット番号  5  個)、
アストラゼネカの新規バイアル  1  本、およびノババックスの新規バイアル  1  本が含まれていました。

Makler  チャンバーは、さまざまな製品内の未確認浮遊物質を正確にカウントするのに役立ちました。

すべてのバイアルは、‑20°C  で冷蔵保存され、注射剤が投与された場所  (病院、診療所、その他の医療機関)  の環境をより正確に近似するために、室
温  (RT)  で解凍した後に顕微鏡で検査されました。この研究には多数のデータ  ポイントが関係していたため、すべてのサンプルと関連するロット番号
を管理することは非常に困難でした。そのため、追跡され確認できたものだけを表  1  に示します。

1. mRNA  COVID‑19注射剤

アクセス。

ハンナ体外受精研究所のクリーンベンチで無菌的に行われた。韓国保健福祉省により無菌専用スペースとして登録番号138。研究期間
中、検体の交差汚染の可能性が懸念されたため、不妊治療のすべての手順は中止された。また、暴露されたナノマテリアルの予測不可
能な性質と潜在的な挙動に関するさらなる懸念のため、研究所は一般の人の立ち入りを永久に禁止された。

2.
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血液と精液のサンプルも検査され、インフルエンザワクチンと生理食塩水（0.9%塩化ナトリウム）が対照群として使用され、COVID‑19の
4種類の注射剤すべてに対する曝露と潜在的な反応が調べられました。

インフルエンザ

ナトリウム

(THE)

FP8290

(P1)
注射可能

ロット05W9AF3

表1

0.9パーセント

アストラゼネカ

FT1940

ヒューオン  BA1065

ブースター用FT7280（P4）

注射器用
小児用ファイザ
ー（P2）

（生理食塩水）

ロット01619098
2100654  
2100681
2100683

ヴァキシグリプテトラ

塩化物
（ネバダ州）（男性）

2100653  CTMAV578  ND022200 V3H13

FL4209

研究対象となったCOVID‑19注射剤のロット番号

大人向け

ノババックス

番号

ファイザー

デハン  †

†  ファイザーの希釈剤としては、生理食塩水（Jeil  &  Daehan）を  1:6  で使用しました。ここに記載されている他の注射剤では希釈は必要ありませんでした。

注射

多く

モダンな

ヒューオン  BA1096

FK0592

事前入力済みCOVID‑19（新型コロナウイルス感染症

解決

2
ジェイル  †

FM3092
FN5430
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3.インキュベーション研究

精液サンプルは、短期間の培養研究でも運動性が確認できるため、生きた細胞の理想的な、かつ簡単に解釈でき
る代表例として、細胞毒性の進行性影響を経時的に調べるための優れた基礎を提供します。私たちが詳細に
調べた4つの精液標本のうち、3つはワクチン接種を受けた参加者で、COVID‑19の注射を2回または3回受けた
後に不妊問題を報告し、以前に採取した精液標本を私たちの実験目的で使用することに同意した人のもの
であり、1つはCOVID‑19の注射を受けていない人のものでした。精液サンプルが最初に採取された時点では、
「ワクチン接種を受けた」ドナーの誰も、受けたCOVID‑19注射の否定的な「副作用」を報告していませんでした。
実験研究の前に、世界保健機関（WHO、  2021）によれば、すべての精液標本は精子数、形態、運動性に関し
て正常と分類されていました。重要なのは、「ワクチン未接種」の個人から採取した対照サンプルの品質が非常に
優れていたことです。ドナーは比較的若く、まだ20代で、他の3人のドナーがCOVID‑19「ワクチン」の注射によっ
て経験したかもしれない毒性の影響にさらされていませんでした。精子サンプルの運動性に関して研究した補
助液やその他の既知または潜在的に有毒な物質には、焼酎（韓国の蒸留酒、20プルーフ）、赤ワイン、ビール、シリ
カ水などがありました。また、それらを生理食塩水（対照として）に加えて、ビタミンC、マイカ、培養培地の影響を調
べました。

注射を受けた患者から採取した皮膚抽出物。検査した環境の細胞毒性の程度は、さまざまなドナーの精子細胞の運
動性に現れると予想しました。

注射剤が血液サンプルとどのように相互作用するかを観察するために、8  枚のスライドガラスを用意しました。最
初の  4  枚のスライドには、それぞれ全血  1  滴と各注射剤の微小滴が載っていました。滴は、サンプルを徐 に々
混合できるようにカバー  スリップを使用して相互作用を容易に達成および観察できるように配置されました。続い
て、4  つの血漿サンプルを同じ方法で処理して観察しました。注射剤がさまざまな媒体  (注射を受けていない
人の血漿、そのような人の全血、注射を受けた男性と受けていない男性の精液サンプル、その他のさ
まざまな液体媒体)  でどのように相互作用するかを経時的に理解するためです。体液と生体細胞の変化のデジ
タル  ドキュメントは、5  ～  10  分、30  分、1  時間、2  時間、またはそれ以上の一定間隔で繰り返しビデオ録画す
ることで作成されました。さまざまな液体でインキュベートされた注射剤のみを対象とした研究では、結果のセ
クションで報告されているように、録画は数日から数週間、数か月の間隔で行われました。

注射剤で汚染された可能性のある血液とのバイアスや混同の可能性を排除するため、ワクチン接種を受けていない参加者から全血検体を採
取し、遠心分離による機械的損傷を避けるために、室温で約  3  時間かけて自然沈降させ、上清層から血漿を調製しました。自然な凝固メカニズムを維持
し、予期しない生化学的介入を回避するため、サンプル  (血液または血漿)  の純度を保つために、この手順では  EDTA  コーティングされた容器は使
用しませんでした。

上記に加えて、さまざまな注射剤の成分を培養するための複数のアプローチが適用されました。この研究の培
養の側面は、2024年4月8日時点で51億3000万人の異なる人間の体に134億回投与されたCOVID‑19製品の長期的
な影響を観察し、合理的な推論を導き出すための努力によって動機付けられました。
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図2.  韓国語と英語で手書きの図解と注釈が描かれた様 な々培養皿。培養皿のセットアップと時間の経過に伴う培
養物の覆い方を示す。左は上から見た培養皿。左から右に読むと、上からの眺めと、透明な蓋で覆われた内部の
液体を示す側面図が対比されている。右端の拡大側面図には、1～3次元の幾何学的物体と浮遊する糸状の物体が
描かれている。
皿の平らな底には構造物や  3  次元の幾何学的実体が現れますが、リボン、らせん、糸状の物体は、液体媒体の上
の方で泳いだり浮いたりしているように見えます。

ファイザー社の3つの製品（ここでは成人用のP1、小児用のP2、ブースター用のP4と指定）とモデルナ社のCOVID‑19注射
剤を、特定の化学物質と結晶を加えたさまざまな溶液で培養し、その潜在的な治療効果または有害効果を観察
した。

ワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
10.56098/586k0043

しかし、図  2  の培養皿の手描きイラストの側面図に示されているように、異物が時間の経過とともに見られるようになり
ました。1  次元  (1D)  から  3  次元  (3D)  の実体が皿の平らな底で発達しているのが見られ、時間の経過とともに複雑
な  3  次元形状に変化し、生きているように見えるか、少なくとも流体媒体を通じて浮かび上がることができるように見え
ました  (図  2  の手描きイラストの右端に示されています)。

(Pharmaceutical  Technology、2024)。各注射剤  (ファイザー  1、2、4、モデルナ、アストラゼネカ、ノババックス)  の微
量サンプル  (0.03  ml)  を、生理食塩水、滅菌蒸留水、ハルトマン溶液にそれぞれ加え、室温  (15～25  ℃、季節変化に合
わせて調整)  で特別な添加物なしで培養皿  (胚培養皿の場合は  1.2  ml、5  ウェル培養皿、またはペトリ皿の場合は  8  ml)  
に入れました。3  種類の培養皿と各培養皿の概略図を図  2  に示します。各皿はカバーされ、比較的無菌状態で維持さ
れていたため、外部からの汚染の可能性は最小限でした。並行して行われたすべてのインキュベーション研究の過程
で、培養皿が外部の細菌や真菌胞子に汚染されたことは一度もなかったという強力な証拠があります。

使用された化学溶液は、毒性の強い二酸化塩素  (ClO2)、次亜塩素酸カルシウム  (Ca(OCl)2)、および過酸化水素
(H2O2)  で構成されており、用量依存的な条件下で管理された状態で慎重に検査され、言い換えれば、各溶液に
添加される可能性のある治療効果のある成分または有害な成分の割合が厳密に考慮されました。
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熱、電磁波、5G 、紫外線の研究

血漿サンプルはそれぞれ少量のファイザー社とモデルナ社の注射剤とともに培養された。
1～2  個の血漿サンプルを調製した後は、各人の血液の供給量が限られているため、流動性を維持するために蒸留
水または生理食塩水が追加されました。

すべての培地は、液体の十分な粘稠度を維持し、結晶化の増加を引き起こす完全な蒸発を避けるために、毎週または
必要に応じて補充されました。さまざまな生体培地中の天然結晶に関する以前の経験から、液体を乾燥させる
と、液体に含まれる目に見えないナノ材料から出現する実際の構造がカモフラージュされると推測しまし
た。その考えを念頭に置いて、私たちのアプローチは、これまで適用されていたよりも集中的な顕微鏡検査とより厳密
な実験室ベンチ科学によって、COVID‑19注射剤の自己組織化ナノテクノロジーを解明できるように設
計されました。注射剤のサンプルを何時間も観察した結果に基づいて、乾燥によってあらゆる培地で塩の結晶
化が増加すると、注射剤に含まれる目に見えないナノ構造の自己組織化も妨げられる傾向があると推測していま
す。私たちの結果（以下を参照）から今では明らかなように、培養された液体製品には目に見えないナノ材料として
始まる自己組織化構造があります。

さまざまな溶液で。培養されたCOVID‑19注射液（特にファイザーとモデルナの製品）を最長1年間観察した
結果、観察可能な自己組織化によってこれらの構造が目に見えるようになったことについて、さらに詳しく述べる
予定です。実体顕微鏡による定期的な検査と観察の記録が行われ、後でより詳細で集中的な繰り返し検査を行う
ためにデジタル形式で保存されました。

ワクチン接種を受けていない2人から採取した別の検体を用いた血漿反応も研究された。

血液サンプルは、容器の下部に血球の大部分が集まった後、血漿を得るために容器内で約3時間放置された。その
後、2つの

それぞれは、自然沈降によって分離された人の全血の上清で構成されていました。

添加結晶を含む溶液には、（1）様 な々ブランドのコロイド銀および金、雲母（韓国の鉱物複合体）、（2）EDTA（エ
チレンジアミン四酢酸、鉄およびカルシウムに容易に結合するキレート剤で、化学式[CH N ]のアミノポリ
カルボン酸）、（3）シリカ水、および（4）重曹が含まれていた。

ファイザー社とモデルナ社のサンプルを別 の々生理食塩水培養皿に加え、通常の体温である  36.5  ℃  に設定さ
れた熱テンプレート上に  48  時間置きました。熱にさらす前とさらした後に顕微鏡検査を実施しました。
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4.

この研究では、ファイザーとモデルナのサンプルが生理食塩水または蒸留水の別 の々溶液で使用され、ファイ
ザーでは約101日、モデルナでは36日間培養されました。培養皿はワイヤレス充電器内の携帯電話の上に置かれ、
1～2時間5Gストリーミングモードに設定されました。電磁場（EMF）測定は三相測定装置（図3）で行われ、ワイヤレ
ス充電器上のHフィールドで300v/m、0であることがわかりました。温度は約15～20℃でした。

b)  携帯電話用ワイヤレス充電器

a)  熱
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図  3.  使用された電磁場  (EMF)  機器:  (a)  ワイヤレス充電器、(b)  携帯電話上に置かれた複数の培養皿、(c)  Triphase  測定装置、およ
び  (d)  追加曝露用の外付けハードドライブ。

注入可能な培養培地生化学分析

リサイクルパターン

各標本の変化は標準比色計によって解釈されました。

培養の初期段階では、注射を受けた被験者の皮膚抽出物（モルゲロン菌の各種）が生理食塩水に入れられま
した。抽出物の提供者は、mRNA  実験製品の注射からわずか数日後に麻痺性発作の副作用に苦しんでいた患者でし
た。

6.
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doi.org/10.56098/586k0043

5.

注射成分を間接的に分離して理解するために、尿スティック（Abbot、UroCro4、U040H012A）を使用して生化
学スクリーニングテストを実施しました。培養培地からの汚染を避けるために、各Uスティックは各注射培地の
1マイクロドロップにさらされました。色

サンプルは別 の々皿に置かれ、一晩紫外線に晒されました。各実験の前後に顕微鏡検査が行われ、ビデオ画像が
録画され、後で取り出して詳細に分析できるようにストレージユニットに保存されました。

生理食塩水または蒸留水中のファイザー（101日目）およびモデルナ（36日目）のサンプルの同じ培養段階の皿を使
用し、外付けハードドライブに2時間置いて、潜在的なEMF効果を評価しました。外付けハードドライブはPCに接続
され、ファイル管理のさまざまなタスクが与えられたときに起動しました。表面で測定された値は、ハードドライブフ
ィールドで約30v/mおよび4μTでした。温度は約23°～25°Cでした。
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彼女のモデルナ注射剤の標本は匿名化され、抽出物1（E1）としてコード化された。皮膚抽出物の最初の検査中に、
周囲の粒子が現れ、実体顕微鏡下で直接観察すると共生関係を示しているように見えた。E1を1か月培養した後、
最大寸法が1μm未満の種子状の粒子が十分に存在し、

十分に成長した粒子が培養皿の生理食塩水中の皮膚抽出物の主要部分の周囲を浮遊して動いているのが観察
された。粒子は注意深く収集され、

c)  外付けハードドライブの露出

d)  紫外線研究
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直接顕微鏡検査

倍率。
図4.  (a)  生理食塩水対照と  (b)  インフルエンザワクチン、(c)  アストラゼネカ注射剤の400倍濃度の比較

結果

注射剤

1mlあたり約3～4  x  106個のそのような実体が含まれていると推定される。これらの実体のうち、約30％は虫のような
形をしており、さらに棒状、円盤状、結晶状の混合物もあったが、さまざまなサンプルは、それらに見られる主な形状とそ
れらの形状の密度の両方においてバイアルごとに違いを示した（図5aの左側部分）。ファイザーのサンプルを体温
で最大2日間培養すると、それらはさらに発達し、さまざまな他の形態に変化するという命令に応答するかのよ
うに活発になったようで、追加の虫のような交配ペアが出現した。

シャンデリアのようなコイルの束（図5b、左半分）。

層状の円盤、球体、細長い管状の物体も現れた（図5a、右側のD1とD2を参照）。ファイザーのサンプルと比較すると、
モデルナの7つのバイアルすべてに粒子の数が多く、また、円盤、コイル、ビーズ状の鎖、そして

解凍と凍結のプロセスが繰り返されると、未確認の浮遊物や著しく活性化したと思われる物体が増加した（図5bを
参照、上部のフレームは凍結と解凍の繰り返しによる変化を示している）。ファイザー濃縮液の新しい元のバイアルを
実体顕微鏡で調べたところ、動いている虫のような物体や小さな粒子がいくつか見つかっただけだったが、対照的
に、ヒトの受容体への注射の推奨方法に従って生理食塩水で1：6の比率（0.3  ml：1.8  ml）に希釈すると、

対照として生理食塩水を用いた場合、400倍の倍率では異常な浮遊物は観察されませんでした（図4a）が、インフル
エンザワクチンのバイアル4本では同じ高倍率で2～3個の浮遊粒子が見られました（図4b）。また、アストラゼネカ
の新しいバイアル1本とノババックスの新しいバイアル1本では、同じ倍率で1～3µmの範囲の浮遊粒子が1～2個見られ
ました（図4c）。

対照的に、ファイザーの注射剤の残りのバイアルと新しいバイアル（11の異なるロット番号の2つの新しいバイア
ルを含む）には、最大寸法が約2～100μmの、さまざまな形状の未確認の浮遊物が多数含まれていた。これらの自由に移
動する粒子はアルゴリズムで数えられ、推定された。

1.

異なる生理食塩水皿で約  1  年またはそれ以上培養されました。研究者が単に記録を忘れたため、これらの粒子の経
時的な変化を顕微鏡で定期的に検査することは、最初は怠られていました。しかし、皮膚抽出物の培養は生理食塩水で
維持されました。しかし、366  日目以降、研究者は進行中の研究のこの側面を思い出し、それ以降は高解像度の画像が
検査され、記録され、その後の詳細な分析のために保存されました。

ワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
10.56098/586k0043
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注射剤に対する血液と精液の反応

この目的を達成するために、COVID‑19のマイクロドロップを、血漿または全血の滴と接触できるようにスライドガラス
上に注意深く配置し、経時的な相互作用を記録できるようにしました。全血または血漿の1滴をスライドの左側に置き、
注射剤のマイクロドロップを1滴右側に置きました。カバーガラスの圧力により、液体はスライドの中央で出会い、そ
こでそれらの間の相互作用を観察し記録することができます。実体顕微鏡では、5～10分、30分、1時間、2時間、その後の
一定の間隔での動きと混合を非常によく観察できました。相互作用に対するすべての反応は、日付とタイムスタンプが
付けられたシリーズで記録されました。

前述のように、全血はワクチン未接種者の静脈から採取され、血漿は自然沈降法で調製されました。COVID‑19  注射
剤、特に  Novavax  は、最も顕著な相互作用、すなわち血球に対する急速で毒性のある影響を示しました。他の注射剤
は比較的急速な毒性は示しませんでしたが、赤血球、白血球、血小板にも同様の有害な影響が現れました  (図  6  お
よび図  7)。表  2  および表  3  では、さまざまな悪影響の重症度を経時的に、また相互作用するサンプル間で比較してい
ます。

ワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
10.56098/586k0043

COVID‑19ワクチンの乾燥標本はすべて実体顕微鏡で調べられた。ファイザーとモデルナのサンプルでは内容物がさま
ざまな幾何学的形状として現れたのに対し、モデルナはより拡大した不規則な幾何学模様を示した。対照的に、アスト
ラゼネカはさまざまなサイズの小さな円盤をいくつか示したのに対し、ノババックスでは暗色の物質が著しく少なく、
結晶形成もそれほど見られなかった（図5b、右側を参照）。解凍、再凍結、そして再び解凍するとこのような変化が生
じるという事実は、製造業者が使用者に注射剤を極度の凍結温度（ファイザーでは摂氏マイナス70度）で保管するよう
勧める理由の少なくとも1つを示しているのかもしれない。

実験は、厳密に管理され、観察された条件下での血液と精液の反応を評価するために実施されました。私たちは、二重対
照多重治療設計で、注射剤との比較に生理食塩水とインフルエンザワクチン（特にVaxigripTetra）を使用しました。
注射剤（ファイザー、モデルナ、アストラゼネカ、ノババックス）は、それぞれ異なる治療でした。私たちの主な目標の1つ
は、生きた細胞と直接接触した場合のCOVID‑19液の細胞毒性を評価することでした。

2.

内容物が目覚め、生命を吹き込まれ、活性化し、数分以内にさまざまな形の棒状体、鍵型構造物、その他の構造物が大量
に現れたように見えました。これらの新しい実体は、既知の自然または識別可能な有機実体とは似ていませんでした  
(図  5b  ‑  新しいファイザー)。
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図5。400倍に拡大した2次元で直接観察した顕微鏡所見：（a）残留物と新しいファイザー注射剤、直接観察および1～
2日間培養した後。（b）モデルナ社および4つの乾燥したCOVID‑19注射剤（ファイザー社、モデルナ社、アスト
ラゼネカ社、ノババックス社）。
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精液の研究は、血液の研究に適用されたのと同じ管理された方法で実施されました。
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3人のCOVID‑19ワクチン接種済みドナーと1人の「未接種」ドナーからのサンプルが、血液の研究と同様に検査されまし
た。結果は表4にまとめられています。

注目すべきは、それぞれの血液細胞の行動であり、あたかも前線で戦っているかのように動員され、それぞれの注射剤と対峙し
ていた。赤血球はファイザーとアストラゼネカ、白血球はモデルナ、血小板はノババックスに対して動員されていた。観察された行
動にもかかわらず、これらの注射剤特有の現象は、その特徴的な直接的な血液病態生理学、すなわち、連銭パターンによる血流停滞
とそれに続く低酸素症（疲労）、白血球損傷による免疫抑制、血小板損傷または凝集による血栓形成（血栓症）また
は出血傾向に関連している可能性がある。
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図7.  ファイザー、モデルナ、ノババックス、および4つのCOVID‑19注射剤による2時間後の血漿反応
アストラゼネカ：（a）ファイザーでは白血球の細胞崩壊（濃縮）と血小板の損傷が見られる。（b）モデルナでは赤血球の積み
重ね（連銭）が見られる。（c）ノババックスでは白血球の核が崩壊（核崩壊）、異常な血小板凝集、赤血球の連銭が
見られる。（d）アストラゼネカでは赤血球の連銭が顕著に見られる。

1時間後、血球は「ワクチン」の内容物に対して顕著なバリアを形成しました。(b)  30分後、血漿標本に連銭状の赤血球の著しい
凝集体が現れました。

図6.  ノババックスと全血(a)/血漿(b)の相互作用を400倍の倍率で観察:  (a)  1
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当初

明確な境界線を確立した

ファイザー

赤血球が重度に連銭状になる

白血球、一部は損傷を受け、一部は損傷を受けていない

2時間後

赤血球が適度に連銭状になる

最前線の血小板

血小板が中程度に損傷している

白血球が損傷した

血液への拡散

最前線

フィブリン様形成

よく混ぜるとフィブリンが形成され始める

最前線

最前線にいる血小板と白血球

ファイザー

30分後

赤血球が重度に連銭状になる

白血球が軽度に損傷している

しかし、非常に少数のより小さな層

血小板凝集

ノババックス

最前線の赤血球

赤血球は

アストラゼネカ

血小板が軽度に凝集する

表3

軽度に連銭を形成する赤血球

ワクチンに対する最前線に立つ赤血球

当初

赤血球が適度に連銭状になる

赤血球は今も最前線に

赤血球の逆引き

赤血球が適度に連銭状になる

赤血球が非常に重度に連銭状に
なる

最前線の白血球

血小板が損傷した

赤血球が損傷し、重度に連銭状血球を
形成している

白血球が細胞質内で崩壊した

ノババックス

モダンな

記載されているさまざまなCOVID‑19注射剤に対する全血反応

さまざまなCOVID‑19ワクチンに対する血漿反応。

血小板凝集

アストラゼネカ

1時間後

「ワクチン」と血液

軽度に連銭を形成する赤血球

最前線の血小板

モダンな

濃縮した白血球、

顕著な核崩壊が起こった白血球と

最前線の赤血球

凝縮した赤血球が出現した

血小板凝集

表2

（うまく混ざり合って）

赤血球はまだ

血小板凝集
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40%

80%

50%

2時間30%

50%

3時

間  60%

38歳の精液
3

10%

80%

70%

10分  30分  1時間

70%

60%

10分  30分  1時間<

2位

3時間  P1

80%  70%

P1

2時間;

50%

44歳の精液
2

5.5時

間  30%

P1

2位

20%

40%

80%  80%

2～3時間<  10分  30分  1時間<

2時

間  

1~5%

30%

80%  70%

70%  60%  50%  70%  70%  70%

P4

3時間

47歳の精液
1

30%  0  %

2  
50%

（コントロール）

2位

1%

90%

10%  5%  1%  0%

2時間  70%

30%

70%  70%

5%  1%  0%

70%

1.5時

間  5%

10分  30分  1時間<  10分  30分  1時間<

2時

間  60%

とても
活発

ワクチン接種者

3時間  20%

41時間  †

非

精液4  28歳、

60%

3時間
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モダンな ノババックス 生理食塩水
コントロール

ファイザー  (P1、2、および  4) アストラゼネカ
コントロール

インフルエンザワクチン

†  =  最大寿命、  m  =  分、h  =  時間精液  4  は、1  ミ
リリットルあたり  120  x  106  個の精子細胞と  80%  の運動率で最高の品質を示しました。

表4

COVID‑19注射剤に対する精液の反応を運動率（％）で測定
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図8。COVID‑19注射剤に対する精液の反応（200倍拡大）：（a）2時間後に対照として生理食塩水を加えた精液、（b）1.5時間後
に対照としてインフルエンザワクチンを加えた精液では、精子細胞の形態は損なわれておらず、精子の運動性が自然に低下する
典型的な傾向が見られた。（c）ファイザー1注射剤を加えてから30分後、精子の運動性が急速に低下した。（d）ファイザー1を加え
てから1時間後、すべての精子の運動性が停止した。（e）モデルナ注射剤を加えてから30分後、（f）モデルナを加えてから1時間後、精
子細胞は完全に運動性を失った。（g）ノババックスを加えてから30分後、（h）ノババックスを加えてから1時間後、すべての運動性が
停止した。

動けなくなり、すぐに死んでしまう。アストラゼネカは精子標本への影響についてさまざまな結果を示したが、フ
ァイザーとモデルナは精液の各標本に進行性致死効果を引き起こすという点で一貫していた。生理食塩水やインフルエ
ンザワクチンは、予想される自然な分解を引き起こし、

COVID‑19の注射剤を投与されていない若くて健康なドナーの精子細胞の場合、24時間は最も長い生存時間であ
ったが、例外的な発見があった。サンプル3（表4の4行目の精液3）のいくつかの精子細胞を、ファイザーの注射剤で培
養した。

時間の経過とともに、顕著な毒性の増加は見られませんでした。運動性は通常、数時間しか持続しませんでした。

さまざまな注射剤に曝露すると、たとえ低濃度であっても、数時間以内に精子細胞の進行性死が起こりまし
た。この精子細胞の急速な破壊は当初の予想とは一致しませんでしたが、このプロセスは血液サンプルで観察された
反応と一致しており、血液サンプルでもそれほど急速ではないものの進行性の損傷が見られました。血液研
究と同様に、ノババックスは精子細胞との接触で最も顕著な毒性を示しました。

ファイザーの注射を2回受けたドナー（精液3）の精子のうち約1％が（表4の4行目と5列目に記載）、41時間生存しま
した。ファイザーの注射剤を2回受けたこの男性の生き残った精子細胞は、2回の注射によって何らかの形で傷害を受けに
くくなったのでしょうか。ファイザーの注射剤によって破壊されやすい精子細胞（サンプル（精液3）の99％）だけが
すでに死滅していたようです。しかし、私たちの考えでは、細胞の寿命は元 の々健康状態に関係しています。つまり、注射
剤に対する精子細胞の反応と活力は、その後の毒性への曝露よりも、その本質的な品質に大きく左右されます。それにもか
かわらず、COVID‑19注射剤はすべて、数分または数時間以内に一部の精子細胞に一貫して致命的な影響を示しました。
さらに、アストラゼネカとノババックスは  mRNA  ベースではありませんが、精子と血液細胞に対して非常に深刻で直接
的な致死効果も示しました。アストラゼネカとノババックスのスパイクタンパク質生成プロセスはファイザーとモデル
ナのものと異なると思われますが、ノババックスに含まれているとされる組み換えスパイクタンパク質は、特に生きた細
胞に対して有毒であるようです。顕微鏡で観察した結果の要約を図  8  に示します。
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次亜塩素酸カルシウム  (Ca(OCl)2)を検査しました。また、E1  (前述の匿名の参加者)  の皮膚抽出物を通常の生理食塩水で数か月間培養しま
した。結果は次のとおりです。

ほとんどの溶液は精子細胞に直接毒性があるようでした。精子細胞は運動性を失い、最も若く健康な未接種のドナ
ーの場合、数分から  1.5  時間以内にほぼすべてが死滅しました。マイカは最も低いレベルの毒性を示しました。一
部の精子細胞は運動性を保持し、曝露後  1.5  時間まで生きていました  (約  10%)。観察された最も極端なケースで
は、若く健康なドナーの場合、約  0.1%  の精子細胞が  3  時間経過後もまだ動いていました。韓国の蒸留酒は、時間の経過
とともに観察された他の潜在的に有毒な化学物質よりも、最も即時の直接的かつ致命的な毒性効果を示しました  (表  6  
を参照)  (付録  A  を参照)。

生細胞を用いた上記の結果には重要な制限がある。我 の々設計は、ある種の試験管内実験室曝露、または培養を伴う。
このような曝露は、液体とほとんど比較できない。

精液（S3）は2回ワクチン接種を受けた人から採取され、血漿1と2はワクチン接種を受けていない人から採取さ
れたが、培養研究では、血漿よりも精液の方が糸状体、リボン、チップ状構造の発達に明らかな傾向が見られた。し
かし、精液サンプルと血漿培地の違いの正確な原因はわかっていない。それにもかかわらず、精液と血漿のサンプルでは、
COVID‑19注射剤は事前にプログラムされた自己組織化構造を生成できる可能性があるように見えたが、血漿で
は精液よりもその量は少ない。

さまざまな一般的な補助物質や酒類（赤ワイン、ビール、韓国の蒸留酒（20プルーフ）など）、ビタミンC、マイカ、シ
リカ水、コロイド金（GNP1）、0.001％（飲料水の消毒のための消費標準濃度）への曝露による精液への細胞毒性効果

培養した注射剤の精液と血液培地の比較研究の結果を表  5  に示す  (付録  A  を参照)。表  (5、7、8、9、10、および  
11)  において、プラス  (+)  は不特定の異物構造の存在を示し、マイナス  (‑)  は明らかな不在を示す。これらの構
造が観察される程度は、2  つ  (++)、3  つ  (+++)、または  4  つのプラス  (++++)  記号で示される。疑わしい  (または不明瞭
な)  構造が観察された場合は、プラスとマイナス  (+/‑)  で示される。異物構造がほとんど識別できない程度は、プラス
と  2  つから  4  つのマイナス記号  (+/‑‑)  (+/‑‑‑)  (+/‑‑‑‑)  で示され、後者は形態的に最も不明瞭である。

まとめると、COVID‑19  注射剤は、生体細胞、特に血液細胞  (赤血球、白血球、血小板)  と精子細胞に直接細胞毒性作用を及ぼします。これらの観察された相
互作用に加えて、生体細胞と体のシステムに対する追加の有害作用もほぼ確実に発生しています。pH、浸透圧、温度、さまざまな濃度の電解質の正
常なバランスと恒常性はすべて、細胞レベルで発生する損傷によって影響を受けやすいです。サンプル間でばらつきはありましたが、ワクチン接種を
受けた参加者の検体は、注射剤との接触に直接起因する即時および/または進行性の有害な影響を一貫して示し、接触が原因で発生している間は観
察可能でした。調査したブランド間で違いはありましたが、いずれも毒性に起因する目に見える損傷を引き起こしました。おそらく最も興味深い対照は、ワクチ
ン接種を受けていない参加者の精子細胞は、COVID‑19  注射剤を  1  つ以上接種した人の精液よりも損傷が少ないように思われたという事実です。
対照群  S4  で観察されたこの抵抗の考えられる理由  (詳細は表  4  を参照)  は、参加者の若さと健康に関連している可能性があります。
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3.注射剤のインキュベーション研究：

1年を超える潜伏期間全体を通じて、mRNAワクチンの検体（ファイザーとモデルナ）のいずれにも細菌や真菌による
汚染の兆候は見られなかった。これは、典型的な抗生物質や抗生物質への定期的な曝露に依存していなかったため、注目
に値する。

容器には酸素や二酸化炭素は供給されませんが、酸素や二酸化炭素は追加されません。

基本的な培養培地として生理食塩水と蒸留水が選ばれた。これらは顕微鏡で識別できる異物構造の形成に理想的であった。比較
のために、他の

アストラゼネカとノババックスは、皿の底に自己組織化構造を開発しなかった。

これらの事実を念頭に置くと、私たちの実験結果は、COVID‑19の注射液が自然な心血管およびリンパ輸送によ
って体全体に運ばれる際に予想される結果のいくつかを確かに示唆しています。人体への実際の影響をよりよく理解す
るために、短期ではなく安定した長期のインキュベーションを再現するためにあらゆる試みがなされました。

基本的な培養研究でよく見られる抗真菌剤を添加する必要はない。以前の短期培養研究（ここでは紹介していな
い）で直接顕微鏡観察を行った結果、これらの異物は有機物ではなく、少なくとも合成ハイブリッド生物またはおそらく
は動くロボット構造物であると確信したため、培養には非典型的なアプローチを採用した。このアプローチは、観察
対象の物質の純度を劇的に変える可能性のある抗生物質や抗真菌剤、その他の抗菌または抗真菌消毒剤などの実
験用薬剤を定期的に供給する通常の培養方法とは異なる。私たちの研究では、成長は小さな容器でも維持された。

検査。私たちの目的は、注射剤の影響を受けた生きた人間に起こる影響とおそらくより類似した方法で、希釈された
影響と散発的な影響を調べることでした。

ナノ粒子は、筋肉組織に注入することで生きた人間の体内に導入されます。血液細胞と精子細胞は、個人の心血管系とリ
ンパ系の相対的な効率に応じて、数分から数時間にわたる漸進的な体液輸送によって影響を受ける可能性があり
ます。輸送は、若くて健康な人の方が優れていると予想されます。そのため、体液輸送システムの効率が低い高齢者よ
りも、私たちの研究結果が体外で発生していることを示している種類の細胞損傷に対して、より影響を受けやすく、より
影響を受けにくい可能性があります。場合によっては、ナノ粒子やその他の未確認物質が血流に入り、男女ともに血液
脳関門、男性では精巣血液関門、女性では卵巣および胎盤関門を通過し、生殖能力と胎児の健康に直接影響を与
える可能性がありますが、そのような接触は、私たちが実験的に研究したほど濃縮された形で体内で発生することはな
いと思われます。

ファイザーとモデルナのmRNA注射剤とは対照的である。上層のフィラメントは

特定の電解質溶液（すなわち、ハルトマン溶液、0.001％（1X）次亜塩素酸カルシウム（Ca（OCl2）、  3％過酸化水素
（H2O2）、および1ppm（1/100X）二酸化塩素（ClO2））も培養媒体として使用されました。後者の媒体は、私
たちの結果によると、

非常に稀にしか発生しないようでしたが、その発生源は依然として疑問でした。長期培養により、アストラゼネカと
ノババックスは真菌や細菌に汚染されました。ファイザーとモデルナのmRNA培養研究ではそのようなことは起こり
ませんでした。ファイザーとモデルナのワクチンは、独自の一貫した増殖パターンを示しました。図9は、
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生理食塩水や蒸留水よりも異物の自己組織化を可能にし、自己組織化合成物質の発達を抑制する働きがあった可能性が
ある。

1)  注射剤の培養の概要
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14日目からは、よくできた3次元構造が底部の元のフレームから剥がれ、上層（流体層の深さ約6～8  mm）に上昇しまし
た。図2を参照してください。

図  11  ～  19  では、観察期間全体にわたる  mRNA  注射剤の培養研究の結果を報告しています。特に興味深いのは、おそらく私た
ちの拡大倍率では見えなかったナノ材料から作られた自己組織化構造です。最大  400  倍の拡大倍率に制限されていました。
しかし、培養の約  5  週目までに、驚くほど多様な自己組織化構造が見えるようになりました。最終的にはリボン、コイル、フィラメン
トのような構造で構成されていました。それらは  37  日目以降、ファイザーとモデルナの液体を含む培養培地の中層と上層に
形成され、移動しました。

下層の自己組織化構造（図  9  参照）については、完全な組織化のピーク段階は、孵化後  2  ～  6  か月程度と推定されます。この期間の
後、構造の崩壊が進行し、最終的に痕跡を残して構造が消失しました。円形に包まれたこれらの残骸の形状は、成長中
の寄生虫の蛹段階で観察されると予想されるように、ある種の成長の休眠段階を意味している可能性があります（図  11  —  k、
l、m、および図  19  —  j、k、l）。

第  1  週:  1  次元の棒状の物体、または  2  次元の単純な平らな長方形の構造が現れました。

2～3週目:  下部の既存のエンティティに2次元から3次元の構造が追加されたようです。

最初の数週間で、皿の底にさまざまな幾何学的構造が自己集合しました。

さまざまな媒体に注入可能な  COVID‑19  mRNA  では、2  か月から  6  か月かけて幾何学的なパターンが自己組織化されますが、図  
10  は、本稿執筆時点まで徐 に々発達し、構造的完全性を維持してきたさまざまな形態を報告しています。
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興味深いことに、滅菌蒸留水中では、ファイザーのサンプルは、より発達した螺旋（コイル）、テープ、フィラメント、膜、ビーズ状
の鎖を示し、それらは底層または最上層のすぐ上の中間層に浮いているように見えました。これは、過去数か月の観察期間における
成長のピーク段階の後に起こったようです（図  12、13、および  14）。
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図9。ファイザーとモデルナのCOVID‑19注射剤の10か月間の培養期間中に出現したさまざまな幾何学的実体の出現と発達の視覚的な要約。グラフに示され
ている発達傾向は、mRNAワクチンの種類と培養培地に関係なく、培養期間の2～6か月が培養皿の底での幾何学的自己組織化のピーク段階であること
を示しています。発達のピーク段階の後、組み立てられたチップのような構造は徐 に々消えていきました。
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図10。長期培養研究を通じて、さまざまな媒体と電磁場曝露におけるCOVID‑19  mRNAワクチン中の浮遊構造（リボン、スパイラル、フィラメント）の成長パターン：このグ
ラフは、特に蒸留水と生理食塩水中で、リボンやスパイラル、その他のさまざまなフィラメントが培養後期まで徐 に々現れ、発達することを示しています。さまざまなスパ
イラルは、特に蒸留水中で、2～6か月の培養中に一時的に現れました。磁性ナノボットのような構造は、約180日間の培養で現れ、その後蒸留水中で消えました。ワイヤレス
充電器からの電磁場は、特にファイザーのサンプルを刺激し、蒸留水と生理食塩水中で、数が多く、構造的完全性が持続するフィラメントを発達させたようです。電磁
場に曝露されていない小児用のファイザー2は、もともと成人用のファイザー1よりも希釈されているため、発達傾向はモデルナのものと似ているように見えました。モデル
ナはファイザーに比べて糸状構造を大量に生成しなかったが、糸状構造が比較的多く、次亜塩素酸カルシウム中でより持続性のあるものを示した。この現象は、Ca++  電解
質によってわずかに刺激されたようである。
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生理食塩水中の底部における  3  次元幾何学的自己組織化  (200  倍の倍率)。(c)  60  日目、蒸留水中に浮遊する  3  次元の詳細なチップ状構造  (400  倍の倍率)。(d)  および  (e)  60  日目、蒸
留水中で楕円形の境界内に蓄積された  3  次元のチップ状構造  (200  倍 /  400  倍)。(f)、(g)、(h)、(i)  95  日目に通常の溶液中で内側と外側に泡を放出しながら浮遊するフィラメント  
(100  倍 /  100  倍 /  200  倍 /  200  倍)。(j)、(k)、(l)、(m)

図11.  ファイザー社の372日間の培養研究の結果。(a)  22日目、これはビーズ状の鎖と表現されるもの（400倍の拡大）；(b)  24日目、2‑

蒸留水200倍液中の進行性変性変化（82日目/256日目/306日目/372日目）。
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100倍の倍率。
図12.  ファイザー蒸留水中の様 な々コイル、リボン、スパイラル:  (a)  60日目  (200倍の倍率)、(b)  ~  (e)  74日目  (200倍の倍率)、(f)  176日目  (
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図  14.  蒸留水中のファイザーの典型的な藻類型磁性ナノボット様スパイラル:  (a)  176  日目  (400  倍)、(b)  337  日目  (200  倍)。

図13.  ファイザー蒸留水中のビーズ鎖と様 な々構造（176日目、400倍）：（a）様 な々人工衛星のような構造、（b）長いビーズ
媒体の中央の表面に集まった鎖。
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ファイザー社の培養研究では、わずかに変性したフィラメントが芽生えていることが示されており（本稿執筆時点で
も継続中）、これらのフィラメントの一部は、外側に枝分かれした中空のチューブの束のような外観を呈しています
（図  15  および  16）。

3次元幾何学的成長のピーク段階（2～6ヶ月）では、

浮遊する糸状構造物が存在するにもかかわらず、それらは元の透明な状態に戻る。

ワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://
doi.org/10.56098/586k0043

この期間の後、これらの構造は366日目頃までその形状を維持し続けた。

エマルジョンのような外観。この状態に達した後、すべての培養皿の培地は

最終段階、およそ337日目に、蒸留水中のファイザーサンプルの中間層に、見慣れたフィラメントが現れました。材
料に応じて、一部は培地の底近くに浮かび、その他は中央に浮かびました。皮膚抽出物2（E2）が現れ、三脚のよう
な先端の付いた透明なワイヤー状の中空チューブの束が培地の表面に浮かんで現れました。

明白なままでした。

モデルナの蒸留水中培養後期（630日目）では、ナノ粒子が再び現れた。

浮遊するフィラメント、特に蒸留水中のファイザーのサンプルは、いくつかの枝分かれした図形に変形し、
その後、被験者  E2  が皮膚抽出物から発達している画像のように、中空の透明な細長いリボンまたは細いチューブに
再び変形しました。(モデルナのワクチン接種者の皮膚抽出物は、近日発表される論文で発表される予定です)  培養  
337  日目に。

バブル。詳細については、図15、16、17、18を参照してください。

フィラメントやリボンのすぐ近くに浮かんでいますが、周囲のナノデブリはほとんどない背景にあります。

フィラメント（ニューロンへの接続のためのアンカーのような形状）またはカールした縞模様のリボンが脱落する

培養開始前の顕微鏡観察で以前に見られたのと同じように、再び浮遊している。この再出現は、図27の提案
モデルで後ほど説明するリサイクルパターンを示唆している。モデルナは、独特の枝分かれした端を持つ糸状の構造
と、ゆるく細い透明なナノワイヤの束をいくつか示しただけだったが、対照的にファイザーは、ナノ粒子をほとんど示さ
なかった。

培養培地は、以前の観察と一致して、次第に濁り、

藻類は、死滅しないようにより頻繁に水を補給する必要がありました。これは、上記の形成が最も活発に見られる
夏季に特に当てはまりました。私たちがピーク活動段階と呼んでいる段階の後半、つまり約  150  ～  180  日の培
養後、特定の藻類タイプの磁性バイオナノロボットのようなコイル、暗い不規則な螺旋が培地の底近くに現
れました  (図  14)。
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開発活動のピーク段階と思われるこの段階では、注射可能なサンプルは

モデルナ社のサンプルの構造は、ファイザー社のサンプルの構造よりも急速に発達しているように見えました  
(おそらくモデルナ社のほうが粒子の濃度が高かったためでしょう)。同様に、モデルナ社の構造はより急速に消失
しました。モデルナ社を含む生理食塩水では、自己組織化構造が下層に現れ、より人工的でチップのよう
な形状がより迅速かつ大量に現れましたが、フィラメントとコイルはあまり発達していませんでした  (図  
19)。
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(100倍)、(c)  ファイザーの発芽フィラメント(200倍)。
図15.  ファイザーを蒸留水中で培養した後期（316日目）に発芽した、さまざまなフィラメント（縞模様のリボン）：（a）および（b）カールした縞模様のリボン

。

Machine Translated by Google

https://ijvtpr.com/index.php/IJVTPR


2024年7月18日|  1206ページワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
10.56098/586k0043

図16.  ファイザー蒸留水中で培養した透明な細いワイヤー状のチューブの束（331日目）最上層に浮遊する気泡。（a‑
40倍/b‑100倍/c‑40倍)。
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フィラメントに。
図17.  生理食塩水中のファイザー培養における三脚状の縞模様のフィラメント（346日目、200倍）：（a）より発達した三脚状の構造、または（b）縞模様のパターン
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図18。ファイザー蒸留水中培養におけるカールした縞模様のリボンと気泡（406日目と499日目）。（a）、（b）、（c）は、蒸留水中のファイザーにおける、培養406日目のカールしたリ
ボン（40X/100X/200X）。  （d）、（e）は、培養499日目（200X）にカールしたリボンの表面に気泡（矢印）が現れた。
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16日目、(b)  40日目、(c)  42日目、(d)  125日目、および(e)  126日目（すべて400倍）生理食塩水中。(f)  126日目、チップとフィラメント（100倍）生理食塩水中。(g)  36日目、蒸留水中のめったに観
察されない小さなバネ。(h)および(i)  42日目、生理食塩水中の小さな円形リボン（400倍/200倍）。(j)  295日目、蒸留水中の最上層に浮遊する小葉状の気泡（100倍）。(k)  313日目、蒸留水中のス
プリットエンドテープ（200倍）。(l)  313日目、蒸留水中のカプセル化された、よく詰まったワイヤ束（400倍）。(m)  630日目、生理食塩水中のスプリットエンドフィラメント（100倍）。  (n)  
630日目、分裂端糸の拡大図（400倍）。

図19.  モダナ社の培養研究630日目（100～400倍）における幾何学的チップ状アセンブリ、フィラメント、スパイラル、リボン、およびカプセル化されたワイヤ束：（a）
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各種メディア発達の変化 で

蒸留水中では、両方の注射剤とも数値と物質の最も大きな変動を示した。

前述の「結果」セクションで説明したとおりです。

透明ならせん、リボン、らせん状のテープ、細長い泡状のフィラメントなど。

（付録A参照）。

2)

基本的な培養培地として、生理食塩水（N/S）と蒸留水（D/W）が選択された。これら2つの培地は、顕微鏡で識別可能
な異物構造の形成に理想的な条件を形成した。

要約すると、培養研究は具体的な結果をもたらしました。培養の最初の  2  週間で、さまざまな幾何学的なチップのような
構造が自己組織化し、より複雑な  3  次元構造が出現して培養皿の底のテンプレートから剥がれ、上層に移動しま
した。はっきりとした鋭角の幾何学的形状と曲線形状の明らかな兆候が見られました。約  1  か月後、浮遊構造が現れ、フィ
ラメント、らせん、ビーズ状の鎖、衛星構造、リボンの形で発達し続けました。この研究は、注射剤に未申告の不自然な
異物成分が存在することを確認するだけでなく、皿の底での自己組織化の出現とこれらの多様な浮遊構造の発
達パターンに直接的な因果関係があるかどうかを確認できるかどうかを研究者がテストすることを促す可能性が
あります。私たちは、観察から、そのような関係は自明であると暫定的に考えています。

ファイザー社の培養後期（630日目）では、培地の種類（生理食塩水または蒸留水）に関係なく、注射剤はモデル
ナ社よりも糸状構造の増殖が大きく、背景もより鮮明で、はっきりとカールしたリボンも見られました。

興味深いことに、ハートマン溶液培地（医学的には血漿量保存剤として）の底部では、電解質を豊富に含む溶液で
発達が促進されるという我 の々予想とは対照的に、ファイザーとモデルナの両社は、鈍角で不規則な形状の自己組
織化構造があまり発達していないことを示しました。残ったフィラメントの残骸を除いて、これらの不規則な構造は、徐々
に分解する過程で最終的に消失しました。この研究を再現するには、前述のように、基本的な医療用輸液として生理食塩
水や蒸留水ではなく、ハートマン溶液を追加すると効果的です。結果の要約は表  7  に示されています。

次亜塩素酸カルシウム（Ca(OCl)2）の用量依存研究では、飲料水の標準濃度（1X、0.001%）から始めて、
より低い濃度で、より発達したフィラメントが現れました。観察の初期段階では、自己組織化構造が現れましたが、通常の
生理食塩水よりも急速に徐 に々崩壊しました。これはおそらく、電解質（皿環境内のEMFによって乱された）
による乱れが原因です（付録Aの表8）。

比較のために、他の特定の電解質溶液（すなわち、ハルトマン溶液、0.001％（1倍）次亜塩素酸カルシウム
（Ca（OCl2）、  0.03％（1/100倍）過酸化水素（H2O2）、および1ppm（1/100倍）二酸化塩素（ClO2））
も、それらの解毒または悪化効果の可能性を調べるための培養媒体として使用されました。これらは、初期の培養段階で
は異物の自己組織化プロセスを誘発することが少なかったものの、これらの溶液は構造の発達を抑制するように作用
した可能性があります。しかし、ファイザーとモデルナとの培養の中期段階（111日目）の0.001％（1倍）次亜
塩素酸カルシウム（Ca（OCl2）および1ppm（1/100倍）二酸化塩素（ClO2）では、チップのような自己組
織化が他の基本的な培養媒体溶液と同様に進行し、最終的にチップが生成されました。少数の短いフィラメント
もあります。

ワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
10.56098/586k0043
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3%  過酸化水素  ( H2O2)溶液では、その内容物に含まれるペルオキシダーゼを介して注射剤に何らかの重要な影響が及ぶことが予想されま
した。しかし、結果は期待に応えませんでした。培養の初期段階では、チップがよく発達しているように見えましたが、通常の生理食塩水よ
りも発達が少なかったため、用量依存的な違いは観察されませんでした。Moderna  サンプルは、さまざまな濃度のH2O2溶液
で、ファイザーのものよりも識別可能な特徴を持つ構造をより多く発達させました。Moderna  で培養  203  日目にも、1/200  倍の濃度
ではチップなどの  3  次元構造が底部にほとんど見られませんでしたが、1/200  倍の濃度では  1  ～  2  次元構造が見られました。

フィラメントは見つかったが、ファイザーの1/500倍のH2O2のサンプルでは稀で比較的短かった。
溶液で  203  日間培養しました。底部にはまだチップのような構造の  1  ～  2  次元の痕跡がありましたが、1/200  倍では
何も見られず、Moderna  のものとは対照的に  1  次元構造の弱い残骸のみが見られました  (付録  A  の表  10)。

上で報告したように、それぞれの用量依存的研究を通じて、これら  3  つの溶液は、低濃度で使用した場合、高濃度では有
毒であるため、ナノ汚染から静止状態への回復の明確な可能性は示されませんでした。

一般的に、低濃度（1/16～1/32倍未満）では、自己組織化構造が徐 に々発達しましたが、高濃度（1/16～
1/32倍以上）では、より多くの浮遊フィラメントが発生しました。最終的に、より強力で毒性の高い1～1/2倍の濃度では、
自己組織化は観察されず、初期段階では浮遊構造も存在しませんでした。

しかし、低濃度（1/400～1/200倍）での培養後期には、230日目でも底にチップはほとんど見られませんでしたが、高
濃度では、ClO2特有の結晶を除いて、非自己組織化構造が底に見られました。低濃度（1/200倍未満）では、モデ
ルナのサンプルの方がファイザーのサンプルよりも多くのチップが見られました。低濃度では培養後期にフィラメン
トが見られましたが、高濃度（1/16倍以上）では構造は見られませんでした。低濃度（1/16倍未満）では、ファイ
ザーはモデルナよりも多くのフィラメントを示しました（付録Aの表9）。

医療器具の消毒に使用される毒性濃縮物  100ppm  (1X)  から始めて、類似しているがあまり集合していない構造が
形成され、他の電解質媒体で典型的に見られるように底に固まるのではなく、浮いているように見えました。この違い
は、構造の自己集合のプロセスを妨げる可能性のある  ClO2  の結晶成分によって説明できるかもしれません。

興味深いことに、水酸化塩素（ClO2）の用量依存研究の初期培養段階では、

注目すべきことに、シリカ溶液中のファイザーは、他の溶液よりも自己組織化チップの発達が少ないことが示された。モ
デルナもシリカ溶液中のチップの発達が徐 に々減少した。フィラメントの発達に関しては、どちらのサンプルも顕著な
変化は見られなかった。
Si  溶液に対する反応の違い。したがって、シリカ水の投与は、ある程度、ナノ材料の初期の自己組織化プロセスを妨害す
る可能性があるようです。

ワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
10.56098/586k0043

3)

ファイザーとモデルナの注射剤は、Si水、3種類のコロイド金（GNP2は不明、GNP3は5nmで10ppm、GNP4は
5nmで240ppm）、1種類のコロイド銀（SNP、サイズと濃度は不明）、EDTA（キレート剤）、マイカ（韓国の伝統的
なミネラル複合体）、およびミルラとともに約300日間培養されました。結果は表11（付録A）にまとめられています。
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ミルラの解毒能力に関しては、その濁度と急速な凝固のため、観察研究の媒体としては不適切であることが判
明しました。培養の初期段階で観察された唯一の作用は、乾燥の過程での泡の形成でした。

ミルラに潜在的な解毒効果があるかどうかは不明です。

重曹の高アルカリ溶液  (pH  9)  では、ファイザーは  5  か月間培養するまでいかなる種類のアセンブリやフィラメント
も生成できませんでした  (上の表には示されていません)。

4)

フィラメントは、253年の間にモデルナのサンプルに顕著かつ大量に現れ始めた。
培養期間は  1  日です。EDTA  がin  vitroで注射誘発性人工ポリマーに直接解毒効果を与えるかどうかは不明です
が、EDTA  がin  vivo  で間接的に及ぼす効果はキレート効果によって実現される可能性があります。

コロイド銀と雲母では、細菌や真菌による汚染が徐 に々進行した。この進行は、意図された工学的効果（人工的
な抗真菌抗菌効果）が、経口経路のみの無菌ミネラルではなく、これらの種類のミネラルによって徐 に々減少したこ
とを示唆している。EDTA溶液では、下層の自己組織化プロセスは、

興味深いことに、培養後期の  258  日目でも、特にコロイド金  2  (GNP2)  を添加したファイザーとモデルナ、およびシリ
カ水で培養したファイザーでは、一部の培養皿の底に自己組織化された  2  次元構造が維持されていました。

この研究では、ワクチン未接種者から採取した2種類の血漿を、全血の上清から自然沈降法（容器内で約3時間放置するプロセス）
で採取し、少量のファイザー社製およびモデルナ社製の注射剤とともに培養し、その反応を観察しました。

ファイザーのサンプルを血漿  1  で  131  日間培養したところ、血球の残骸を除いて構造物が現れました。血漿  1  サン
プルでは構造物が形成されなかったため、暫定的な説明としては、ある種の血漿が自己組織化プロセスに対す
る自然な免疫防御を開始する上で好ましい特性を備えている可能性があると考えられます。さらにテス
トを行うと、より明確な結論が導き出される可能性があります。詳細は図  20  および  21  を参照してください。
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早い段階で、注射剤は最初の  7  日間で皿の底にある大量の血球の間で自己組織化構造  (1  ~  2  次元)  を形成し始め
ましたが、27  日間培養するまで自己組織化の痕跡のみが残りました。培養物の底にすでに存在する大量の血球  (赤血
球  (RBC)、白血球  (WBC)、血小板)  が注射剤の組み立てプロセスを妨げ、最終的にそれらの構築を無効にして材料が
消失した可能性があります。ただし、非常に重要なことに、観察研究の後期段階である  131  ~  146  日の培養中に、
浮遊するフィラメントまたはホースまたはパイプのような構造が徐 に々出現し始めました。特に顕著だったのは、
血漿サンプル  1  および  2  で培養された  Moderna  サンプルの暗いパイプのような構造と投げ縄のような構造で
す。これらの構造は通常のフィラメントと一緒に現れましたが、Pfizer  の培養皿では現れませんでした。底層でも上
層でも
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146日間（100倍）  —  血球以外は何も検出されなかった。（c）146日間の血漿中のモデルナ（100倍）  —  フィラメントのより短い細い痕跡のみ。
図20.  血漿1と2におけるファイザーとモデルナの培養研究（100倍）：（a）血漿2中のファイザー、133日間（100倍）  ‑  より短いフィラメントが形成；（b）血漿1中のファイザー

2024年7月18日|  1213ページワクチン理論、実践、研究に関する国際ジャーナル3(2)  https://doi.org/
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(c)  282日目に消えた泡(100倍)。(d)と(e)  133日目、罠のような投げ縄チューブ(100倍)。(f)、(g)、(h)  133日目、投げ縄のようなチューブ内の壊れて切断された点(200倍)。(i.)  282日目、依然
として同じ形状が維持されている(100倍)。

図  21.  血漿  2  における  Moderna  社のインキュベーション研究の結果:  (a)  133  日目  ‑  暗いパイプのような構造が形成  (100  倍)、(b)  気泡が放出される  (200  倍)。
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図22.  ファイザーの熱（加温）研究  ‑  生理食塩水中でBTで48時間加温後：（a）、（b）、（c）、（d）、（e）：熱テンプレート
上で48時間加温（36.5°C）した後、培地表面によく組み立てられた3次元幾何学構造が浮かんでいる。加速発達は、第2～3回
試験の所見と同様に一致した。
非曝露インキュベーション試験の週（400倍）。

（発育速度の加速）通常の培養標本と同様に2～3週間のアップグレードを経ました。

生体内でのナノ構造の急速な発達は、  COVID‑19注射剤が生きた人間に与える影響におそらく重要な意味を持つ。
こうした組み立てられた構造が皿の底から発せられる直接的な熱に反応し、その場所から外れて培地の上
層に移動したと考えられる。新たに解凍された残留バイアルを熱テンプレート上の生理食塩水中で48時間培養した
ところ、より詳細で発達した3‑
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培養皿を  36.5  ℃  に設定した熱テンプレートに直接置き、一晩放置しました。翌朝、組み立てられたナノ構造が培地
の表面を浮遊し、熱  (加温)  曝露前よりも形状がはっきりと発達しているのが観察されました。室温  (15～20  ℃)  で
構造の成長には  2  ～  3  週間かかりましたが、体温で同じ成長をさせるには  1  晩で済みました  (図  22)。

底部に物質が残らずにメディア表面に浮かぶ次元構造  —

1)

4.
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図  23.  蒸留水中のモダナ用ワイヤレス充電器の研究  (36  日目、200X):  モダナは、ワイヤレス
充電器に  1  時間さらされた直後に、即座に増殖および拡張反応を示しました。  (a)  さらされ
る前、(b)  1  時間さらされた後。

対照的に、ファイザーは即時
の反応を示さなかったが、代わり

に  1  か月の曝露後に遅延効果、つ
まり図  24  に見られるように浮

遊フィラメントの中程度の増殖
を示した。

ファイザー（101日目）とモデルナ（36日目）の培養皿の両方で、ワイヤレス充電器にさらした後、おそらく微小物質である識別不能な破片が消え、
代わりにきれいな背景が残ったように見えました。
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ワイヤレス充電器付き。

培養皿を携帯電話の上に置き、5Gストリーミングモードに設定し、ワイヤレス充電器の上に約1～2時間置きました。電気と磁気の測定はTriphase
で行いました（図3cを参照）。ワイヤレス充電器のHフィールドでは、フィールドは300v /  m、0と測定されました。温度は約15～20°Cでした。反応は、通
常の生理食塩水と蒸留水中で同
じであるように見えました。
携帯電話を動作モードにした状
態でワイヤレス充電器に1時

間さらした後でも、Modernaはすぐ
に顕著な変化を示しました。浮遊物
は突然大きくなり、数が増え、エ
ッジはより鋭く、より長方形になりま
した（図23）。

電磁場2)

携帯電話

Machine Translated by Google

https://ijvtpr.com/index.php/IJVTPR


外付けハードドライブの露出

図  24.  ファイザーのワイヤレス充電器研究:  (a)、(b)、(c)  暴露前の泡立ったフィラメント、蒸留水中
のファイザー、95  日目  (100  倍)。(d)  および  (e)  暴露から  1  か月後、蒸留水中のファイザー、126  日目  (40  
倍)  –  泡が消え、増殖が増加。

基本的に、以前の予備培養研究を通じて、約  101  日間の培養で、蒸留水中のファイザーの組み立てられた構造
は、次第に混乱した図形の曇ったもやに変わり、最終的に消え、さまざまな気泡に付着した浮遊するフィラメントと
リボンだけが残りました。ただし、2  時間の曝露後、ほとんどの気泡が消えたため、劣化は次第に顕著になりま
した。

形態（101日目の培養物で表示）。言い換えれば、多様な構造が、外付けハードドライブにさらされる前と似た形で
再び組み立てられたということです。詳細については、図25を参照してください。
この予備研究の結果から、何らかの条件付けが

それらの活動を妨げる可能性があります。私たちの仮説によれば、いくつかの解毒法は、これらの複雑な形態
の  EMF  曝露によって損傷した臓器の治療に効果的である可能性があります。

動作モードの  PC  に接続された外付けハードドライブに  2  時間さらした後、Moderna  では目立った影響は見
られませんでしたが、Pfizer  では、培養皿の底に柔らかい縁があり、構造全体の境界線がわずかにぼやけるなど、
中程度の破壊的な変化が見られました。

注目すべきことに、同じファイザー培養皿（101日目）をワイヤレス充電器の上に置き、わずか2時間放置したとこ
ろ、構造は部分的に元のより鋭いエッジとより鮮明な状態に戻った。

外付けハードドライブの表面の  EMF  放射は、H  フィールドで約  30v/m、4μT  と測定されました。温度は約  23  ～  
25°C  でした。

B.
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外付けハードドライブへの曝露後、軽度の回復（救済効果）が現れました。

図  25.  ファイザーの蒸留水  (200X)  での  EMF  (外付けハードドライブ/ワイヤレス充電器)  研究、101  日間の培養:  蒸留水での培養  101  日目に外付けハードドライブに  2  時間さらし、その
後ワイヤレス充電器に  2  時間さらしたファイザーの研究。(a)  外付けハードドライブに  2  時間さらした後  –  より鈍いエッジとぼやけた配置、自然な変性変化よりも劣化が激しい。(b)  ワイ
ヤレス充電器に  2  時間さらした後、すぐに
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生理食塩水（NS）を本研究の対照として使用し、グルコース、タンパク質、pH  6.0で予想されたすべての陰性反応を示しました。初日、
蒸留水で希釈したファイザー（P1、P2、P4）とモデルナのほとんどの培地は、グルコースで陽性だが弱い値、タンパク質で陰性、pH  
6.0、潜血で陽性だが弱い値を示しました。ファイザーのブースター（P4）は、潜血で2つの陽性を示しました。これは、過酸化物と
の相互作用による偽陽性である可能性があります。注目すべきことに、研究したすべての検体の培養1日目に、重要な結果がタンパ
ク質で陰性でした。ほとんどの培養培地は酸性状態（pH  6）を維持しましたが、蒸留水中のファイザーの初期培養段階（23
日目）を除き、グルコースは弱い陽性値を示しました。もちろん、FDAは「COVID‑19注射剤」、特にファイザー社とモデルナ社の注射
剤にはショ糖が含まれていると報告していたので、グルコースは検出可能だったはずだ。

さらに、FDA  の説明によると、タンパク質は存在しないはずです。詳細は、次のページの図  28  および  29  に示されていま
す。Moderna  培地では培養期間全体を通じてタンパク質は検出されませんでしたが、Pfizer  培地では存在しており、これは  
FDA  の説明とは明らかに矛盾しています。これには、初期段階  (23  日目)  の  2  つの陽性  (100  mg/dl)  の読み取り値が含まれますが、
79  日目に蒸留水で  300  mg/dl  を培養すると次第に強くなり、培養後期段階  (288  日目)  までに最終的に陰性になりま
した。タンパク質の出現は、培養培地の異なる形態によって決まるようです。生理食塩水では、培養後期段階  (266  日目)  に微量  (10  
mg/dl)  が検出されましたが、同じ培養期間中に蒸留水では検出されませんでした。

一部の培地では潜血陽性反応（10～50  RBC/μl）が見られましたが、次亜塩素酸塩またはペルオキシダーゼへの曝露の可能性があっ
たため、この反応は偽陽性と解釈される可能性があります。ただし、重曹では、底部に自己組織化の兆候は見られず、重曹の結晶に
よってかき乱された可能性があります。1か月培養した後でも浮遊物は見られず、pHは9でした。これはpHの違いによる影響ではなく、
重曹への曝露により培養液の底部に結晶が形成され、それがかき乱されたためと考えられます。
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長期培養中の化学成分の変化を評価するため、さまざまな注射用培養培地について、U  スティック  (Abbot、UroCor4、
U040H012A  0)  によるグルコース、タンパク質、pH、潜血の生化学分析のスクリーニング  テストを実施しました。培養培地に浸した  U  
スティックは、表  12  および  13  (付録  A)  にまとめられているように比色変化を示しました。さらに興味深いのは、培養培地の
外観における肉眼で観察可能な変化です。観察期間全体を通じて、ほとんどの半透明の培養培地は透明から濁ったように見え、これ
は  150  日目までに最も顕著になりました。この変化は、培養後期  (250  日目)  に元の半透明の状態に戻りました。

短期的には、曝露前後のモデルナ社とファイザー社の特性に即時の違いは見られませんでした。しかし、長期培養により、両サ

ンプルとも、紫外線曝露のない他の培地で観察される通常の発達パターンではなく、より持続的な自己組織化構造を示しまし
た。これは、進行中の観察研究で  6  か月から  9  か月かけてピーク段階で観察された自己組織化とは対照的です。
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図  26。リサイクル  パターン研究  —  生理食塩水中の  Moderna  ワクチン接種者の皮膚抽出物  (E1)  からの推定リサイクル  パターン:  (a)  生理食塩水培地中の皮膚抽出物  1  (E1)  の
周囲を浮遊する種子のような小さな黒い粒子  (矢印)  (400  倍)。  (b)  ワクチン接種者の皮膚抽出物の周囲に散在する小さな粒子、黒い大きな物質  ‑  ワニ皮のような構
造  (100  倍)。  (c)  生理食塩水中の  E1  種子培養  ‑  366  日目の培養後、底部の自己組織化の痕跡と浮遊するフィラメント  (100  倍)。  (d)  および  (e)  366  日目の培養での自己組
織化幾何学構造の痕跡  (400  倍)。
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図27.  提案されたリサイクルパターンモデル。

注射剤の培養研究と、受容者の異常な皮膚抽出物からの種子のような物質の形成の間に、リサイクルパターンが現
れました。

観察された構造の長期的挙動を考慮して、事前にプログラムされたナノ粒子自体に存在すると思われるリ
サイクル  パターンを示唆する次のモデルを提示します。パターンは、自己組織化の活動が休止してい
る間隔期間と一致しているように見えます。適切な周囲条件と内部条件が満たされると、これらの条件によって材料
が活性化され、図  27  に示すようにナノ回路/構造が再構成されると想定されます。

皮膚抽出物（E1）の本体の周囲に浮遊する黒い種子のような粒子を採取し、生理食塩水で培養したところ（前ペー
ジの図26を参照）、366日後に、元のmRNA培養研究で得られた結果と同様に、幾何学的な自己組織化構造の残骸ま
たは痕跡とフィラメントのいくつかの断片が見られました。

6.
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図  29.  Moderna  の成分。

図  28.  ファイザーの成分。

議論

図28と29に示されている成分の多くは、
極めて有毒であることが示されています。

要約すると、これらの製品には、サ
ンティアゴとオラー（2023）が議論した
白血球を誘発する害を引き起こ
すと疑われるmRNA誘導スパイクタンパ
ク質の改変コードが含まれています。その他
（例えば、Mead  et  al.,  2024a,  2024b、  
2024c）、キャリアとしての脂質ナノ粒子（そ
の害についてはセガラの文献を参照）、免疫刺
激のための脂質ナノ粒子自体を含むさま
ざまなアジュバント、および内蔵バッフ
ル

N1‑からなる

私たちが行う多くの試みと同様に、さまざまな生命、理解、目的が出現するには、一定の妊娠、孵化、または育成期間が必要で
す。この記事の目的は、顕微鏡で見える不可解な現象を説明し、孵化研究からCOVID‑19のストーリーをより深く理解するこ
とです。まず、ファイザーとモデルナが販売している注射用mRNA製品に、

図28と29に報告されている成分。この
ジャーナルで、Segalla  （2023a、  
2023b、  2023c）は

実際には、世界中の国 で々、有害で、さらには致命的な弾圧につながっています。科学的な探求には、開かれた対話、批判的思
考、真実の主張の厳格な検証が前提となるため、他の多くの研究者と同様に、私たちは、世界的な医療緊急事態に対処す
るためのプログラムは、示唆されていたよりもはるかに複雑であると疑っていました。したがって、この研究のもう  1  つ
の動機は、WHO  宣言の包括的な見解を開発することでした。この宣言は、「保健」当局への世界的な完全な遵守を容赦なく求
めるきっかけとなりました。

2020年3月11日にWHOが世界的パンデミックを宣言して以来、パンデミックの医療的治療を装った政府資金によ
る市民権と人権の侵害が、

バイオエンジニアリングされたスパイクタンパク質は、合成脂質ナノ粒子上に収集され、組み立てられる。
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スパイクコーディングのウラシルの代わりにメ
チルシュードウリジンを使用することで、
人体内での  mRNA  の分解を遅らせます。さらに、アストラゼネカとヤンセンは、アデノウイルスに封入されたスパイクタ
ンパク質でコード化された  DNA  がこれらの製剤に含まれていると報告しています。対照的に、ノババックスは組
み換えスパイクタンパク質ベースの注射剤であることが知られています。

直径約  50  ナノメートルで、それぞれ最大  14  個のスパイクタンパク質が存在します。
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ゲノミクスの専門家は最近、がんを促進するSV40遺伝子がCOVID‑19ファイザーとモデルナの注射剤に存在することを
発見した（村上、  2023年；マッカーナン他、  2023年）。がんとの関連は十分に確立されている（シャー、2006
年）。仮説どおり、スパイクタンパク質が注入されたプログラムされたmRNAによって生成された場合、その結果、血管を含む
複数の臓器にさまざまな毒性効果が引き起こされ、最終的には内皮炎症、免疫刷り込み、サイトカインストームなど、複数の臓
器不全を引き起こす可能性がある（ブレイロック、  2021年、  2022a年、  2022b）。注射の内容物は、細胞内のミトコンドリ
アと  p53  遺伝子を損傷し、損傷した  DNA  を修復する身体の能力を妨害し、免疫システムの枯渇を誘発し、頻繁な遺伝
子変異や癌、さまざまな自己免疫疾患、生殖障害を引き起こす可能性があります(Alavi  &  Kheradvar、  2012  年;  Xie  et  al.,  
2021;  Idrees  &  Kumar、  2021年;クラッセン、  2021年;セネフら、  2022年;  Gat  et  al.,  2022;ミードら、  2024a、  
2024b、  2024c）。

注射用培養培地の生化学分析を通じて、最も重要な発見はタンパク質の存在でした。培地がアルカリ性であったり、クロルヘ
キシジン  (0.25%)  が含まれていたりすると、培地は偽陽性を示す可能性があります。しかし、ほとんどの培養培地は培養期
間全体を通じて酸性に保たれていたため、クロルヘキシジンが実験に持ち込まれる可能性はありませんでした。私たちの研究
で確認されたようにクロルヘキシジンへの曝露がなかったとしたら、タンパク質はどのようにしてどこから発生し
たのでしょうか?

最初の培養期間中、タンパク質の存在は検出されませんでした。細菌汚染がなければ、タンパク質は蒸留水または生理食塩水培
地で注射剤自体によってのみ生成されます。Endo  (2021)  による無細胞タンパク質合成によると、の

私たちの研究で観察された泡は、自己合成されたタンパク質の結果である可能性があり、毒性がある可能性があります。

構造、リボン、糸状構造、および構造内のカプセル化された構造。

図28と29で発表されている成分や構成要素は、実際に政府支援を受けて大量に販売されている製品に含まれていると推測され
ますが、より詳細な調査と私たち自身の実験研究により、標準的な顕微鏡検査では見えない、発表されていないナノマテリアル
も存在するはずであることが示されています。また、成分の概要を説明した報告書が公開レビューのために提供されているに
もかかわらず、いくつかの追加研究では、これらの高分子に豊富に含まれるリンと窒素が存在しないことから、通常の
DNAやRNAの存在は否定されています（Hagimă、  2023a）。

mRNA産物は、生きた血液細胞や精子細胞に対して、より進行性の傷害性、そして最終的には致命的な影響を示した。さらに、
それらは前例のない自己組織化幾何学的チップのような構造をもたらした。

前述の4種類のCOVID‑19注射剤に対する全血、血漿、精子の反応を調べたところ、ノババックスが最も急速な細胞毒性効
果を示した。しかし、ファイザーとモデルナは
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最も興味深かったのは、最初は検出されなかったが、その後検出可能になり（23日目～82日目）、最終的に再び検出できなく
なったタンパク質合成の進行である。私たちは、（a）自己組織化ナノ構造の発達パターン（発達のピーク段階、2～6か月）、
（b）ハイドロゲルの挙動（最初は2～3週間透明で、その後150日目までゲル状のエマルジョンになり、最終的に透明な粘稠
度に戻る）、（c）ある程度のタンパク質生成の間に、当初は偶然の関係であるように見えたものを発見した。これら3つの明らか
な動的関係すべてに関する中心的な問題を明らかにするには、さらなる研究が必要である。Burkhardtの分析（2022）に
目を向けると、血栓中に発見されたスパイクタンパク質と多くの種類のタンパク質性物質（約323種類のタンパク質）の合
成の影響について読者に思い出してもらいたい。

特に4種類は内皮組織の損傷によるものです。
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血液と精液サンプル（主に生きた細胞で構成）の観察研究を通じて、COVID‑19注射剤は、程度の差はあるものの、明確かつ一貫した
細胞毒性を示しました。
特にノババックス社とアストラゼネカ社は、mRNA製品ではないにもかかわらず、ファイザー社やモデルナ社よりもさらに急速な
毒性効果を示した。このばらつきは、スパイクタンパク質自体の細胞毒性に関する証拠の増加に意味があることが判明するかもしれな
い。

感染や注射による上記の後遺症以外にも、毒性スパイクタンパク質の特性について、弾性繊維の喪失が急速な皮膚の老化や血管の破
裂を引き起こす可能性があるなど、さまざまな医学的証拠が報告されている。さらに、医療専門家と遺体防腐処理者の両方が書いた死後
報告書には、奇妙な血栓症の兆候が著しく増加していることが記されている。これは、体内の液体を運ぶほぼすべての導
管系から抽出された、通常の一般的な血栓とは明らかに異なる、これまでに観察されたことのない、非常に細長い繊維状の血栓の存在
によるものと思われる。

ここで報告したように、私たちは、FDA  の報告書に記載されている  mRNA  注射剤、ファイザー、さらにはモデルナの製品に含まれるナノ
粒子以外にも、数μm  サイズのさまざまな未確認物質を多数分離しました。

Dhuliら（2023）によると、質量分析法を用いて「長期COVID」患者の血液中の血清を分析したところ、分析中にウイルスのスパイクタン
パク質と注射可能なスパイクタンパク質の両方が同時に検出された。この発見は、「長期COVID」が長期持続ウイルススパイクと注
射誘発性スパイクタンパク質の両方と相関している可能性があることを意味する。

重要なのは、2  つのスパイクが著しく異なっていたことです。彼らの研究は、リボソームのフレームシフトがジャブ後に発生することを裏
付けているようで、異常なタンパク質生成も発生している可能性があるという以前の推測をさらに深めるだけです。これらの観察が
有効であれば、前述の異常なタンパク質合成は、たとえば  Mead  ら(2024b、  2024c)  によって説明されているような、前例の
ないさまざまな疾患を引き起こす可能性があります。

ポール•マリク氏とその同僚は、改変されたmRNAの誤翻訳が異常なタンパク質合成を引き起こし、その異常を外来タンパク質として認
識するようにヒトの免疫系を刺激する可能性があると報告した（Front  line  COVID‑19  Critical  Care  Alliance、  2023年）スパイクタン
パク質合成により、ウリジンをN1‑メチルシュードウリジンに置き換えることで自然破壊を回避し、抗原の長期的な発達を確保すること
で、リボソームフレームシフトのリスクが証明されました（Mulroney  et  al.、  2024）。一部の研究者は、COVID‑19の注射
剤がアミロイドーシスやプリオン病の病態生理学に因果関係がある可能性があると報告している（Perez  et  al.,  2022;  Classen,  
2023;  Leung  et  al.,  2023）。

ここで提示した分析を踏まえると、注射剤に含まれる物質は、おそらく改変されたmRNAによって誘発された、公表されているスパイク
タンパク質を生成するだけでなく、ナノ構造自体の存在か、ハイブリッド合成生物学によるクロスドメイン細菌から、さまざまな異常
な毒性タンパク質分泌物も生成すると思われると推測されます（Maervoet  et  al.、  2017）。さらなる分析を歓迎します。
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さまざまな実験と注意深い観察研究を終えて、私たちは、これらの材料とその観察された発達段階は自然のものではないと推測してい
ます。これらは合成物であり、構造的自己組織化のよくプログラムされたプロセスを支配しているように見える元素です。これらの暫定的
な最終生成物が人工的であると言えることは、これまでに参照された多数の論文ですでに示唆されています。
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「ワクチン」の電磁エネルギーへの曝露に関しては、予備的な観察により、注射剤の材料が携帯電話のワイヤレス充電器
には陽性反応を示し、外付けハードドライブには陰性反応を示すことが示されています。電磁周波数に敏感な材
料であるため、注射剤の内容物は一種の半導体として機能するように設計されていると考えられます。多くの研究者が、
人体に対する電磁エネルギー場の生物学的危険性、特に発がん性、神経変性、生殖細胞への損傷、急速に進行する胎児細胞
損傷の原因となることに注意を喚起しています  (Ilori  et  al.,  2019;  Kashini  et  al.,  2023;  Noor‑A‑Rahim  et  al.、  
2022;  Dasdag  et  al.、  2015;ラッセル、  2018年;ムーン、  2020年）。

ワイヤレス充電器や外付けハードドライブは便利で非常に一般的な個人用電子機器です。
実験的な注射剤（「ワクチン」）の接種を受けた人の体内にこれらの物質が循環しており、これらの個人用電子機器を
使用すると、その内容物が周囲の放射線と相乗的に反応するため、機器自体が日常的な電磁場への曝露を超えて、特に細胞
の再生に対する健康被害を増大させる可能性があります。

注入可能な内容物が、カイリーとブロウディ（2022）が指摘したように、体内ネットワークを秘密裏に構築するための
ソフトウェアとハードウェアの両方として機能するように設計されている場合、示唆する、

Suberi  ら  (2023)  は、最適化された生体適合性ポリアミンコエステルポリプレックスを利用する新しい  mRNA  送達媒体
の最近の開発について報告しています。彼らは、この新しいシステムは肺への吸入ワクチン送達のための高度にカスタマイ
ズ可能なポリマーであると指摘しています。後にポリマーを生成するプログラムされたナノ粒子としてのこれらの以前
の注射剤が、実験的なランダムサンプルを介して行われたように、受信者の三角筋に導入された場合、次世代の「ワ
クチン」は、プログラムされたナノ粒子を介して同様のポリマーベースの材料を使用して、鼻吸入または皮膚パッ
チを介して送達される可能性があります。

この描写は、コミルナティ（ファイザー製品、FDA、  2021年）のFDA承認書と一致している。市販後要件は生後6か月未満の
乳児を対象とし、研究は2024年7月31日までに完了し、最終報告書は2024年10月31日までに提出される。注目すべきは、注射
剤の添付文書において、注射剤が製造された工場に関するすべての詳細が明らかに編集されており、秘密保持がインフォ
ームドコンセントを損なうのではないかという大きな疑問が浮上していることである。

製薬業界の幹部兼研究者であるサーシャ•ラティポワ氏は、mRNA  COVID‑19注射剤のバッチ間のバイアル間で副作用に極
端なばらつきがあることを発見した。通常の世界では、確立されたプロトコルと安全ガイドラインを厳密に遵守する規
制機関による日常的な監視を受けている通常の医薬品では、このような極端に不均一なばらつきは許容されないだろう。し
かし、国民が繰り返し思い出させられているように、私たちは「新しい常態」を生きている。では、古い常態からのこの明ら
かなばらつきを、より一般的にどのように理解すればよいのだろうか。1つの方法は、意図性を考慮することだ。これらの製
品は、すべての民族、性別、年齢層を含む全人類に対する実験的な注射として第一に使用されることを目的としていた。

熱と電磁エネルギーへの曝露実験の結果は顕著で、短期間の曝露では自己組織化構造に顕著な変化が見られまし
た。紫外線、可視光線、温度、窒素、空気中の炭素源、電磁場、さまざまな波動周波数、その他の要因がナノ粒子の反応を
引き起こし、事前にプログラムされた構造のように見えるものを組み立てたり分解したりすることが明らかに考えられま
す。
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コンテンツは体外の電磁エネルギー場と相互作用する可能性が高い。モバイル通信ネットワークの現在の世界
的な発展段階において、研究者は再現することを強く推奨する。
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ワクチン接種を受けた人の血栓を分析したところ、全血沈殿物の中間層から抽出された茶色がかった均質な白濁した血栓
に、数本の糸状の構造が付着しているのが見つかりました。電磁場に近接すると、糸状体が血栓形成を引き起こし、血液やリンパ
液の自由流を妨げる可能性があります。その微細なサイズと体全体に広く分布していることを考えると、文献に述べられているよう
に、これらの異物が体内または体外のエネルギー源と相互作用すると、細長く、大きくなり、病的状態や最終的には死亡の謎の要因と
なる可能性があります。

上で述べた病態生理学以外にも、数十年にわたる文献で説明されているナノテクノロジーの理論的研究は、特にファイザーとモデル
ナのmRNA「ワクチン」の実用化に反映されているようだ。「ワクチン」の初期の展開後にさまざまな突然の異常な傷害に苦しむ患者
の逸話的な観察が、実験室での培養研究と生物学の出版された文献の両方で私たちの調査のきっかけとなった。

ナノテクノロジー、電磁場科学、材料工学の分野では、ワクチンの本来の内容物から採取した培養研究が、さまざまな異物を特定
し、生体内での病態生理学をより深く理解する上で有益でした。しかし、他の研究者は、異物は単に塩化ナトリウム  (NaCl)  
やその他の汚染物質である可能性があり、観察された挙動は単に自然結晶化の結果であるという別の意見を述べていま
す。

こうした一連の反論は物理学に訴えることで対処できます。

さらに、培養研究では、蒸留水が注入内容物の成長における独特な変化を明らかにするのに理想的な媒体であることが示されま
した。蒸留水は混じりけがなく、その電気化学的特性によって乱されることがないため、特別に設計された発達経路、注入内容
物の意図された特性を発現し、プログラムされたとおりに、電磁エネルギーに対して容易に観察できる方法で反応する潜在
能力を持っていると私たちは考えています。

プラズマ反応では、自己組織化のためのスペースがすでに占有されている皿の底に血球が大量に存在し、ナノ材料の自己組織化プロ
セスが妨げられたと推測されます。しかし、1  か月の培養では、プラズマ皿の底にごく少数の小さなチップが見られ、その後消えまし
た。その後、比較的小さく少数ではあるものの、フィラメントやパイプ状の構造が現れ、培養の最終段階までその形態を維持し
ました。この発見は、底部での最初の集合が、その後のフィラメント構造の発達の前提条件ではないことを示しています。したがっ
て、生体内では、前提条件をまったく必要とせずに、さまざまなナノフィラメントやカーボンナノチューブを生成できる可能性があ
ります。

COVID‑19  注射製品の使用やワイヤレス  ボディ  エリア  ネットワーク  (WBAN  と略される)  の開発に関する文献での憶測が盛んであるにもかかわらず  
(Jornet  &  Akyildiz、  2013  年)、ジンら、  2023）、さらなる学際的な研究が必要です。このような研究は、標準的なキレート療法の代替手段を求めてい

る、または電磁エネルギー汚染環境から完全に逃れようとしている患者のための、可能な電磁治療法の開発に役立つでしょう。

今後の  6G  および  7G  の  WiFi  および  LiFi  の反復が人間、動物、植物の生物学にどのような遠隔的影響を及ぼす可能性があるか
をよりよく理解するための私たちの取り組みや代替研究の設定。
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フラクタルは、規則的で予測可能なパターンを通じて線形次元で形成されることが古くから知られており、物質宇宙の振動などの
環境要因が最適な場合、フラクタルはより高い構造次元を発達させます  (Dubuc  ら、  1989)。さらに、広く観察されている
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定期的に強化される可能性があり、CDCの規定による新たな「ブースターショット」の接種計画を通じて強化される可能性がある。
推奨事項。

時折、他の研究者は市販の生理食塩水に糸状の構造が顕微鏡で見られることを報告している。注射用生理食塩水と形態的に
類似しているにもかかわらず、
フィラメントとは異なり、生理食塩水中に見られる構造は、その動作と成長パターンが若干異なります。

電子回路や3次元コンピュータなどの自己組織化構造のほとんどの幾何学的パターンは、
ファイザーのブースター（注射番号4、P4）の培養中、約80日目以降に徐 に々分解した3次元チップ状構造。他の注射剤（P1、P2、モデ
ルナ）とは異なるタイムラインを持ち、同様の分解パターンも現れた。これは、注入されたナノ材料が観察されたように動作し、
一定の間隔で自己集合と分解を実行するようにプログラムされているように見えることを意味する。私たちの理論では、プロセス
全体は、

重要なのは、mRNA技術が、オペレーティングシステムや技術プラットフォームの一種としてソフトウェアの観点から販売さ
れることが多いことです（Modernaのウェブサイトによる）。ModernaがmRNA技術をコンピュータープログラ
ムとして特徴づけた当初の説明は同社のウェブサイトから削除されていますが、その原型的な概念を思い出すために読者に提供し
ます。mRNA科学の幅広い可能性を認識し、私たちはコンピューター上のオペレーティ

ングシステムのように機能するmRNA技術プラットフォームの作成に着手しました。これは、さまざまなプロ
グラムと互換性を持ってプラグアンドプレイできるように設計されています。私たちの場合、「プログラム」または「ア
プリ」はmRNA薬、つまりタンパク質をコードする固有のmRNA配列です（Modernaは多くの記事で引用されていま
す。たとえば、Reuters、  2021を参照）。マーティン、  2024年）。

ほとんどの蒸発した溶液の残留物には、特にNaClやさまざまな種類の電解質、さらにはハイドログリフメカニズムを介した水自体に
も同様の結晶が見られます（WakelingはBailey、  2022で引用）。したがって、このような自己組織化構造が通常の蒸発プ
ロセスによって誘発される天然結晶と同じものではないことを検証するために、注入可能な物質を中断のない液体状態を維持する培
地で培養する必要がありました。
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ナノマテリアル工学の研究によると、バイオハイブリッド磁気ロボット（微細藻類ベースのマグノボット）は、電磁エネルギー、
pH範囲の変化、グルコースレベルの操作、特定の組織を標的とする光スペクトルの変化など、さまざまな誘発要因によって生成され、
体全体に推進される可能性があります（Li  et  al.、  2023）。インキュベーション研究中の観察では、特にファイザーのサンプ
ルにマグノボットが存在することが示唆されています。

注目すべきは、現れたさまざまな珍しい構造物です。独特の縞模様のカールしたリボンや、蛇皮のような鱗のあるさまざまな糸状
物で、竹から泡が抜けるときのように中空の区画があるように見えます。これらの構造物は媒体全体に増殖し、細長く、ねじれ、結び
目があり、変色し、質感が多様でした。

私たちの観察研究中、泡を放出しているように見えるフィラメントは一貫して活動していました。これらのフィラメントが基礎
培地に由来するものか、注射剤自体に由来するものかを区別するために、さらなる研究が必要であると私たちは主張します。いずれ
にせよ、その起源を分離することは、他の多くの、あるいはほとんどの医薬品や製造プロセスがすでにナノテクノロジーに
汚染されているかどうかという問題に対する重要な発見となる可能性があります。この秘密の技術がCOVID‑19注
射剤に限定されないかもしれないと考えると、冷静になります。培養皿の底（よく維持された液体状態）には、直角
を特徴とする非常に詳細な幾何学的自己組織化構造が観察されましたが、上層には浮遊構造が剥がれ落ち、最初の数週
間に現れたことが記録されています。
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関連する研究文献によると  (Hagimă,  2023b)。人体における異物の存在はさまざまな自然な解毒プロセスを
引き起こしますが、キレート化または分解しようとするあらゆる試みにもかかわらず、一部の物質は依然とし
て残留します。たとえば、アルミニウムは長期間脳内に留まることが古くから知られており、その結果、神経障害や疾患を
引き起こすことがよくあります  (Shaw,  2017)。したがって、私たちの観察から、解毒の可能な治療法や体制について
の批判的な議論が必要であると推測します。

特に、1～2週間以内に注射を受けた被験者に関しては、シリカ水がチップ状構造の組み立ての初期段階を妨害する可
能性があるため、役立つ可能性があります。後期段階、つまり注射後3週間では、コロイド状の金または銀（直径3
～5nm、10～20ppm）がチップに付着し、破壊し、積極的に分解し、最終的に
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また、注目すべきは、培養培地の最上層と中間層に見られる現象で、これはおそらく構造物の質量と重量によるものと思われます。ファイザーを蒸留水中
で培養した後期、およそ  337  日目に、透明なワイヤー状の中空チューブの束が現れ、最上層では皮膚抽出物  2  (単に  E2  と名付けられた別の匿名
患者)  と構造が類似しているように見えました。しかし、これらのフィラメントは、通常のフィラメントとは性質が異なっていました。本稿執筆時点
では、チューブは独特の縞模様のカールしたリボンに成長しています。

この動的で変化する形態のプロセスは、注射や長期培養研究から観察される皮膚抽出物の生成に関連する可能性の
ある別の種類のリサイクルパターンの重要な兆候を表しています。さらに、束やリボンは、より耐久性があり長持ちするシ
リカである可能性があり、または合成グラフェンでコーティングされたポリマーナノチューブ、または1000°Cから
4,000°Cの温度に耐えられる導体または半導体として機能する同様のナノワイヤである可能性があります。

蒸留水中で培養されたファイザーのサンプルには、さまざまな種類の透明なリボン、フィルム、コイル、スパイ
ラルが現れました。これらは、すでに多数の学術論文で発表されているマイクロおよび磁気ナノロボットと構
造が非常によく似ていました  (Zhou  et  al.、  2021)。多くの研究者によると、これらの構造は、ポストヒューマン社会
に向けたトランスヒューマニズム運動に必要な信号導体、バイオセンサー、スイッチ、および/または電子機器として機
能する可能性がある  (Kyrie  &  Broudy、  2022;  Mousavi  et  al.,  2021;ベイリー、  2022年;キング•アブドラ大学、  
2021年。  Alamoudi  et  al.,  2021;  Marsudi  et  al.,  2021;張らら、  2019年;  El‑Husseiny  et  al.,  2022;  Shiu  et  
al.,  2022;周ら、  2021年;ジョンソン、ブロウディ＆ヒューズ、  2024a、  2024b、  2024c、  2024d）。これらの構造
は、プラズモニックアンテナなどのナノデバイスや、テラヘルツ帯通信用のトランシーバーとしても機能する可能性があ
ります(Jornet  &  Akyildiz、2014)。ナノ構造は、可視光、温度  (熱)、電磁場、紫外線、水、空気中の炭素と酸素、特殊な
電解質  Ca++  など、さまざまなトリガーによって刺激されて成長し、機能することが知られています。これらの現
象は、縦断的な観察を通じて確認できました。

私たちの培養研究では、単純な蒸留水中のファイザー製品は、特別なサプリメントや周囲のエネルギー源にさらされて
いなくても、さまざまな透明なリボン、薄いフィルム状の膜、コイル、スパイラルを生成することが明らかになりました。
培養培地中でのこれらの成長と出現のパターンは、ナノテクノロジー特有の作用メカニズム以外では説明できませ
んでした  (Cao、  2019;  Truong  et  al.,  2016)。さまざまな電解質溶液で培養する初期段階では、さまざまな媒体や
溶液で結晶化が起こり、それらが同時に皿の底全体に広がることで、自己組織化プロセスがある程度中断された可能
性があります。
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広く「ワクチン」として知られている、数十億人の人間の三角筋に注入されるものは、明らかにすでに存在しているも
のを混ぜ合わせている。

観察研究と比較分析によると、「ワクチン」のバイアル、「ワクチン」にさらされた被験者から採取した血液サンプル、および
その後の合成生物製剤の排出物に意図的な汚染が現れることが示唆されています  (Woodruff  &  Maerkl、  2016)。これら
の観察された現象の形態学的特徴と行動的特徴は、純粋とは程遠いことを示唆している（Finn、  2011  p.  138)  によると、こ
れらの注射剤は、これまで明らかにされていなかった、さまざまな内部および周囲のエネルギー形態に反応する追加の
人工成分で構成されており、それらはすべて学術文献を通じて追跡可能であり、説明されています。

「ワクチン」というマーケティングスローガンの一般に理解されている意味や「安全で効果的」という主張からの大きな逸
脱は、顕微鏡で「生物学的製剤」を観察すると明らかになります。
この「注射剤」の導入以降、世界中で報告されている死亡数超過、「ターボ」がん、さまざまな自己免疫疾患の発生率
は、疑わしいほど高い相関関係にある。私たちが説明した異常現象は、長い間計画され資金も潤沢な「ボディ•インターネッ
ト」（IoB）（Celik  et  al.,  2022）で現在構築中の通信インフラとの明確な対応を示唆している。IoBは一種の人工的
な地球規模の中枢神経系であり、その詳細は学術文献でも広く議論され、図解されている。特にバイオハイブリッド磁気ロ
ボットは、これらの「生物製剤」のエネルギー源への反応性を理解しようとする研究者にとって大きな懸念事項である。私
たちは、同様の研究に従事している他の研究者の呼びかけに同調する。成分が検証され、その長期的な影響が理
解されるまでは、緊急使用許可を求める声によって無視されている必要性から、即時の世界的な禁止が必要であ
る。

ルーターやその他のあらゆる形態の電磁エネルギー汚染は、完全に除去されないにしても、大幅に削減されるはずです。こ
こで説明するさまざまな治療法は、「ワクチン」解毒の体制として適用できますが、被験者は各反応の独自の個人差を念頭
に置いてください。

政府の白書やバイオテクノロジー、ナノテクノロジー、材料科学、電子工学の学術文献を縦断的な培養研究と組み合わ
せると、さまざまな根本的な腐敗の説得力のある証拠が明らかになります。注射可能な改変mRNAプラットフォーム—

高温サウナに日常的にさらされると、ナノマテリアルが組織から剥がれ落ち、汗腺の毛穴から漏れ出すこともあります。金や
銀、または独自の治癒周波数を持つ他の特殊な結晶を使用することで、損傷した臓器の回復と正常な血流を取り戻すこと
ができると私たちは考えています。電磁エネルギーは観察されたナノ構造の形成を刺激するため、身体を定期的に（再）接
地（アース）すると、組織に過剰に蓄積された電磁エネルギーを放出するのに役立ちます。電磁エネルギーへの不必要な過
剰曝露を避けることも有益です。スマートウォッチ、スマートフォン、ワイヤレスイヤホン、Wi‑Fiなどの個人用電子機
器

さまざまなナノ構造を溶解します。このような処理プロトコルの長期的な結果は、進行中の実験で調査されています。
マイカも同様のプラス効果を示すことが示されています。
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